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巻頭言 

親切会活動を称えて 

2015 年 1 月 5 日 

㈱日立製作所 相談役 川村 隆 

 

 昨年が、親切会創設の 55周年という節目の年になったと伺いました。

「小さな親切」と「ささやかな福祉貢献」をモットーに、明るく思

いやりのある世の中を目指して、もう 55 年間も活動を続けて来ら

れましたことに、まず深い敬意と尊敬の念を表したいと思います。

1959 年（昭和 34 年）に尼崎で小さく発足した親切会が、今日の

ように北は北海道から南は九州までの全国規模に発展致しました

のは、それぞれの時期の会長さんを始めとした会員の皆様が、一人

一人の「親切心」を大切にし、それを積上げ、地域を跨いで繋いでいっ

たお蔭であろうと思います。 

親切と福祉貢献の前にそれぞれ、「小さな」と「ささやかな」という言葉が添えてあ

るのですが、そこが私の大変に感じ入っている所です。やはり人に親切にする気持ちは、

自分が毎日たくさんの人に助けられて生きている、自分一人では何もできない、と自覚

することから出発していると思います。人からの小さな親切を受け、自分もまた他の人

に、相手の立場に立って考えた上で、小さな親切を渡していく。そういう小さな親切が

発端になってさざ波になって日本中に広がって行く。何と素晴らしい活動でしょう。 

実は、私も「恕（じょ）」という文字を書家の石飛博光さんに大書してもらって大き

な額に入れ、会社の自分の部屋に飾って来ました。「恕」とは「相手を思いやる心」と

いう意味で、孔子が弟子の子貢に「一生守り続けるべき、そんな言葉はありますか？」

と問われた時に、それに応えて云われた言葉です。孔子の返事は、「其れ恕か。己の欲

せざる所、人に施すことなかれ（それは思いやりかな。自分が望まないことは人にも仕

向けないことだ）。」というものでした。相手を思いやる心が生きて行く上で最も大切

だ、というのが孔子の考えです。日立グループの「落穂の精神」という基本と正道の規

範でも、孔子の名前は出ないのですが、この「相手の立場で思い遣ること」を高く掲げ

てやって来ました。 

 私は、戒めのつもりでこの額を掲げてきました。相手の立場に立って考えてみれば

色々なことが見えてくるのに、自分の側からの意見を押し通そうとばかりして、ビジネ

スの場でも生活の場でも、悶着を起こして来たことに対する戒めです。 

 

それが今回、親切会の活動をもう一度おさらいしてみた結果、恕（相手を思いやる心）

が孔子より 2500 年後の日本にもきちんと生きていて、しかもそれがさざ波のような実践

活動になって日本全国に広がっていることに感動しました。今後もこの活動が、地道な

がらも力強く続きますよう、そして国中が思いやりの心でいっぱいになりますよう、祈

念して、巻頭の言とさせていただきます。 
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ご挨拶 

親切会 会長 森 和廣 

〔(株)日立ハイテクノロジーズ 取締役会長）〕 

 

親切会は、1959 年（昭和 34 年）に、兵庫県尼崎市の地元有志

の方々が中心となり、「親切の心」を実践しこれを広げる運動

として、うぶ声を上げました。昭和 38 年の東京大学卒業式告

辞で茅学長によって提唱されたのがきっかけで始まったのが

「小さな親切」運動ですが、それを遡ること 4 年前に発足し

た親切会は、いわば、親切運動の草分けと言えます。 

顧みれば、戦後の荒廃・混沌から復興への過渡期に、道徳の退

廃によって親切心の欠如が見受けられる世相を憂慮されて始まった小さな奉仕・福祉活

動が、1968 年（昭和 43 年）には当時の日立機電工業の馬場兵吉元社長が 4 代目会長に

就任、22 年間の在任中に日立製作所、及び日立グループ各社にも呼びかけたことを契機

に、地域の活動から全国規模の運動へと大きく発展していきました。 

現在では北海道から九州地区まで 9 支部からなる組織で、法人会員数 375 社、個人会

員約 2,374 名の姿にまで発展しました。これもひとえに親切の想いを持った法人会員、

個人会員の方々のご支援・ご協力と、親切会関係者の多大なる努力の賜物であり深く感

謝申し上げます。 

 

 親切会は、設立以来、「世の中はお互いに助け合いであり、相手の立場に立って、感

謝の気持を持つことが親切の基本」との考えに立脚し、「小さな親切」と「ささやかな

福祉貢献」の二つを柱として、活動を続けてきました。55 年間という長きに亘って、会

報「親切だより」（既発刊 600 号）による親切心の高揚、善行者への表彰や、福祉施設、

ボランティア団体への寄付等の活動により、「親切の心」の輪をさらに広げています。 

今日、親切会は多くの法人会員や個人会員の支援を得て活動していますが、いわば、

日立グループを中心とした世の中の、草の根レベルにおける他者への思いやりの心、す

なわち「親切の心」から芽生えた協力支援によって支えられています。本誌が、改めて

「親切の心」について考えるきっかけとなり、皆様の親切会活動への一層の理解を深め

る一助となることを祈願いたします。 

社会や経済状況が大きな変化に直面しているこの設立 55 周年が、今後、親切会の重要

なマイルストーンとなり、次の 50 年に向けた出発点として新たな展望の一歩となること

を確信して、「親切会の 55 年」発刊によせる言葉といたします。 

 

 最後に、会員の皆様のご繁栄とご健勝、併せて親切会への更なるご支援、ご協力をお

願いしまして、記念誌発刊のご挨拶とさせていただきます。 
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凡例  

１． 編集の基本的考え方  

 この「親切会の５５年」は、大部分を広報活動のために発行していた広報誌から、組

織の活動の状況を伝えるのに必要な記事を抜き出し、コピーをしたものです。そして、

必要なところはその解説なり要約を添えることにより構成したものです。親切会に関す

る資料や記録は、そのまま記事になって残っているという理解です。例えば、募金の状

況だとか、寄付先の一覧だとかそのつど資料として「便り」に掲載してきておりますし、

それがそのまま本組織の記録になっているという考えです。  

 ５年前、ちょうど５０周年にあたる年に、記念事業を実行しようとの気持ちで準備を

始め、その一環として５０年史を作成する予定を組んでいましたが、ご承知のようにこ

の年に日立が大幅な赤字に陥り、祝い事を実施するような状況ではなかったため、すべ

ての記念事業は取りやめにいたしました。  

 その後、日立の事業状況は、回復の軌道に乗ってきたことで、多くの関連会社も業績

を向上させてきております。今後のことを考えたとき、こうした機会を捉えて、５０猶

予年の実績を組織として記録にとどめておきたいとの気持ちから、５５年の節目を機会

に、何らかの記録を作成しておきたいと考えました。  

 とはいえ、費用も限られていることから、何らかの工夫が必要でありました。  

 親切会に関する記録は、初版から今日までつづいているこの広報誌です。しかもシリ

ーズで保管されております。これを使って工夫してみようということで考えたのが、本

冊子です。  

２． 内容  

 目次でご覧いただくように、それぞれの項目に合わせて、「親切のつどい」「親切だ

より」の中から必要な記事をコピーして取り出し、それを我々メンバーで手分けして編

集しました。読みにくいものや長文のものは、テキストボックスをつけて、そこに要約

を書いたり解説を入れることで、理解を容易にしたつもりです。  

グラフについては、保管されているデータを使って作成しました。  

３ .資料  

 ・「親切のつどい」（１９５９．９初版～２０００．１２． ４５５号）  

  「親切だより」（２００１．１ ４５６号～２０１５．１ ６００号）  

４ .その他  

 ・年号は記事で残されたもの以外原則として西暦を使用した。  

・ 社名、法人名は原則㈱を入れた。省略名も可とした。  

・ 肩書きは当時のもので表記。  

・ 数字は原則としてアラビア数字を使用。金額については、１０億、１００万のよう

に、適宜、漢字を使用。  

・ 記事（コピー）には、以下のように発行年月日と号数を付記した。  

・ 記事（コピー）には、現代では不適切と思われる表現もありますが、原本をそのま

まコピーして掲載した。  
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親切会は、「小さな

親切」と「ささやかな

福祉貢献」をモットー

に、福祉への支援活動

と親切を広める広報活

動を続けてきました。

また、それを実現する

ために、会員の増強、

募金活動にも力を入れ

てきました。５５年間

の活動は多岐にわたりますが、その一部をご紹介します。 

 

１． 寄付活動 

寄付は親切会の中でも最も主要な活動の一つです。福祉施設や災害被災地への寄付、善意銀行

への預託等を通じて、社会貢献をめざしてきました。 

（１） 寄付 

当初は児童養護施設や台風等の被災者向けの寄付が主でしたが、時代の変遷とともに最

近では障害者施設、青少年育成施設への寄付が増えています。寄付は現金の場合もあれば、

家電品等の物品の場合もあります。 

① 初めての寄付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 親切会の主要活動事例 

【説明】親切会は発足間

もない 1959 年 7 月、尼

崎市の愛のチューリッ

プ運動に賛同して初め

て寄付をしたのが親切

実践の第一歩です。以

後、児童施設や生活困窮

者、災害被災者への支援

(寄付)が親切会の中心

的な活動になりました。 （1959年９月 1日１号） 
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② 施設への寄付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 被災地への寄付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様の真心こもる救援の金品は災害

地の全域に公正な配分がおこなわれ、困

窮者の救援に克は再建復興の貴重な糧

となりつつあります。まことに以て感謝

に堪えません。 

茲に県民を代表して皆さまのご芳情

に対し深甚なる御礼を述べ、感謝の意を

表明申上げます。 

昭和３９年７月 

新潟県知事 塚田十一郎 

山形県知事 我孫子藤吉 

秋田県知事 小幡勇二郎 

親切会御中 

【説明】くさぶえ学園は、増藺（ま

すい）ご夫妻が全私財を投げ打っ

て、貧しい子等のために開設した

無料学園です。11年を経過した

現在、ご夫妻は病魔に冒され、殊

にご主人は 9年も半身不随横臥

したままにもかかわらず、聖者の

如き愛念を持って苦闘されてい

ます。学園では、一般学習から舞

踏、お茶などの教養も無料で教え

ています。子どもたちは明るく和

やかで礼儀正しく育っているよ

うです。 

【説明】台風、地震、豪雨等の自然災害に対し、親切会は即決で、寄付対応しました。1964

年の新潟地震(左上の記事)にも被災地へ寄付(左上)し、三県知事から御礼状（右上）を頂き

ました。 

（19６１年７月 1日２１号） 

（1964年 8月 1日 49号） 
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（２） 預託 

親切会による直接寄付とは別に預託も行っています。集まった募金を日本赤十字社、

各地の善意銀行等に預託し、そのネットワークを通じて、真に必要としている施設や団

体に届けられています。また、地域の社会福祉協議会と連携を深め、その推薦先に寄付

をすることにより、さらに幅広い福祉支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】左上は日本赤十字社、右上は善意銀行へ預託した記事。それぞ

れの預託先が適切に判断で役立てていただくことになります。 

【説明】左上は日本赤十字社、右上は善意銀行へ預託した記事。それぞれ

の預託先が適切に判断して、役立てていただくことになります。 

【説明】 

鎌倉市社会福祉協議会から感謝状を受けた記事。 

各支部では長年、社会福祉協議会の推薦先に寄付をし、地域に密

着した福祉貢献を行っています。 

（1980年 5月 16日 203号） 
（1981年 2月 15日 212号） 

（2013年 1月 1日 588号） 
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その他, 19

献血, 16

災害支援等,
17

障害者支援,
22

青少年育成,
40

地域貢献, 60

 

（３） 寄附金の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 善行者表彰 

善行者表彰は、1973年 7月にスタートして以来、2013年までの 40年間に 420件以上の表彰

を行ってきました。 

（１） 最近の表彰内容 

「親切だより」に掲載された最近 10年間の表彰案件を見ると、「地域社会への貢献」が最

も多く、続いて「青少年育成」「障害者支援」「災害被災者支援等」といった順番であり、

地域に根差した善行に重点をおいているといえるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 表彰事例 

① 地域貢献活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】「親切だより」に掲載され

た最近 10年間（2004～2013年）の

表彰案件を見ると、「地域社会へ

の貢献」が最も多く、続いて「青

少年育成」「障害者支援」「災害

被災者支援等」といった順番であ

り、地域に根差した善行に重点を

おいているといえるようです。 

【説明】親切会の毎年の寄付総額は全支部合

計で 15～20 百万円に上ります。 

【説明】ルネサステクノロジ高知事業所では事業所を挙げて地域の美化活動、

「クリーンリサイクル事業」に参加したり、メダカを地元の小学校等へ寄付す

るなど地域社会に貢献されました。 
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（2010年 1月 1日 564号部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  青少年育成活動 

 

 

 

 

 

（2006年 8月 1日 523号） 

【説明】伊藤高幸さんは会社を退職後夫人と共に地元の「イキイキライフの会」

でお年寄りの通院送迎や手打ち麺作りやパソコン教室開催など、中心的役割を

果たしました。 

【説明】益子さんは日立市の「多賀剣道スポーツ少年団」の発足当時

から 33年間の長きにわたり、延べ 2千人以上の生徒に剣道の指導を続

けてしました。 
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【説明】日立電線

は「日高道場」を

一般開放し、40

年間にわたっ

て、少年剣道の指

導を行ってきま

した。少年剣道が

全国大会に優勝

するなど地域社

会に多大の貢献

をしてきました。 

【説明】山地さんは 1975年以来約 30年にわたって、地域の「こども会」活動を通じて、

農業体験やよさこい祭りへの参加、運動会の開催等、こどもの健全育成に尽力されてき

ました。市の「こども会」の会長等も歴任されました。 

（2005年 3月 1日 506号） 

（2006年 2月 1日 517号） 

（2006年 8月 1日 523号） 
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③  人命救助、震災時支援等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】阪神・淡路大震災の発生直後、神戸商船大学の寮生 250名は、地震発

生直後から午後 6時まで、懸命の救助活動を続け、がれきの中から 100人を超

える住民を救助しました。 

【説明】「南三陸ホテル」は東日本大震災の大津波で自らも甚大な被害を受けながら

も、宿泊客をはじめ、350名にもおよぶ地元住民の方々の避難場所としてホテルを開

放し、さらには仮設住宅に移るまでの二次避難所として復興・再生の中心的役割を果

たしました。また、東日本大震災への復興支援活動に対する表彰事例は他にも数多く

あります。 

（1995年 4月 1日 387号部分） 

（2012年 7月 1日 585号） 
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（2003年 10月 1日 489号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  障がい者支援活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2010年 12月 1日 575号） 

【説明】柳生さん、塙さんは日立駅のホームから転落して意識不

明になった男性を身の危険を顧みず救出しました。 

【説明】立山さんは宿泊した旅館の傍の川で溺れた女性を他の宿泊客と

協力して引き上げ、女性は一命を取り留めました。 
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④  障がい者支援活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】佐野さんは(財)日本盲導犬協会のパピーウォーカー（盲導犬候補犬を飼育する

ボランティア）として活動を続けられています。 

【説明】塚田さんは、交通事故で左腕に障がいを負いながらも、「全

国障害者スポーツ大会」の卓球で優勝するなど、頑張り屋ですが、

一方では、聴覚障がいの方々のために手話を学び、手話の先生とし

ても活動されています。 

（2009年 6月 1日 557号） 

（2009年 12月 1日 563号） 
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⑤  献血 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】右の記事；大島さ

んは 70歳の献血限度年齢に

いたるまで 150回以上献血

を続けてきました。 

下の記事；渡辺さん、佐野

さんはこれまでに 181回、

128回の献血をしてきまし

た。他にも献血表彰事例も

数多くあります。 

【説明】本間さ

んは点字の学習

の後、「旭川朗

読朋の会」で朗

読ボランティア

を行うととも

に、録音図書の

作成を手伝い、

全国の希望者に

貸出していま

す。 

（2006年 9月 1日 524号） 

（2006年 2月 1日 517号） 

（2006年 3月 1日 

518号） 
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３． 使用済み切手の活用 

親切会では 40年近くにわたって皆さまから使用済み切手をお送りいただいています（本

部と関西支部の２か所で受け付けています）。今では、どなたでも容易にできる親切とし

て、個人、職場を問わず多くの方々の参加を得て、毎月約 3.5ｋｇもの切手が集まります。

これをまとめて特定の福祉施設に寄贈しています。施設側では切手を換金し、運営費等に

充当しています。 

また、支部によっては寄付付自動販売機の設置を推進したり、リングプルを収集して車

いすに交換したりして、使用済み切手と同様に小さな親切を集めて福祉支援に結び付ける

活動も行っています。 

 

（１） 小史 

年度 項目 

1977 
・養護学園 富士旭出学園の依頼により使用済み切手の収集開始 

・第 1 回収集分 10 千枚を同学園に寄贈 

1981 

・収集活動の拡大活動 

・寄贈先を芦屋聖マルコ協会経由日本キリスト教医療協会（ＪＯＣＳ）に変更し、100 千

枚を寄贈 ⇒寄贈した切手はＢＣＧワクチンに充当 

1982 

・ＪＯＣＳに 80 千枚寄贈⇒ＪＯＣＳより礼状を受ける 

・東京支部、使用済み切手を東京善意銀行経由老人ホーム聖明園に寄贈開始 

 ⇒寄贈した切手を施設の整備費や大学生の奨学資金に充当 

1984 ・ＪＯＣＳに 150 千枚寄贈 

1985 
・1985 年度の収集実績、1,700 千枚に達する 

・ＪＯＣＳに 160 千枚寄贈 （内訳 本部；850 千枚  東京支部；850 千枚） 

1999 ・1999 年度の収集実績 3,000 千枚 

2005 
・本部では、東京善意銀行の意向により、聖明園に直接寄贈することとなる 

・収集実績は今日まで、ほぼ 3,000 枚／年で推移 

 

（２） 使用済み切手の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】使用済み切手を活用始めて間もな

い頃の記事。最終的にはＢＣＧワクチンに

なり、開発途上国へ送られた。 

（1982年 1月 15日 224号） 
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（３） 事務局からのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 福祉の実践 

かつては親切会が運営主体となって福祉事業を推進していたこともあります。現在では、

支部によって、災害被災地でのボランティア活動や地元の美化運動に参画する等地域福祉

の支援を実践しています。 

 

（１） 結婚相談所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 生活困窮者の救済―貸付金制度 

 

 

 

 

【説明】使用済み切手は周囲を 5㎜ほど残して切ったものをお送りいただい

ています。過去に、幾度もお願いの記事を掲載しています。 

【説明】親切会は結婚相談所を

運営したこともありました。個

人会員の中から希望者が登録

する仕組みのようですが、成果

については不明です。 

【説明】親切会は生活困窮者のための無利子で生活資金を貸付する制度を実施し

たこともあります。当時、新聞紙上でも大きく取り上げられたようです。 

（2002年 9月 1日 

476号） 

（1975年 12月 15日 149号） 
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（３） 最近の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2011年 7月 1日 579号） 

【説明】東日本大震災時、東北支部は㈱日京クリエイトとの相互協力で被災地で炊

き出しを実施しました。 

（1965年 12月 1日 55号 部分） 
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５． 広報活動 ― 親切の輪を広げるために ― 

親切会創立以来、55年間にわたって広報紙（「親切のつどい」「親切だより」）を会員

の皆様にお届けしてきました。他にホームページの開設、講演会の開催、支部版広報紙等

を通じて、親切の輪を広げる努力を続けてきました。 

ここでは広報紙の簡単な歴史と親切の理解を深めるために会員各社で開催された座談

会を紹介します。 

（１） 広報紙発刊の歴史 

年月 項    目 

1959/9 
「親切のつどい」初版  Ａ３ 両面 ４ページ 

趣意書・会則の掲載 月１回の発刊 

1961/4 本会創設満２周年回顧記事 

1962/4 
３周年特別号を発刊、三ヵ年のあしあと掲載 

３周年記念孤児等１３００名を招いて慰問ショウ開催 

1964/5 ５周年記念号発刊、善意ポストをスタート 

1978/1 

紙面をタブロイド版１０ページに 

創立２０周年記念式典並講演会実施、２０周年記念特別号発刊（創刊

号を再現）記念寄付（日本赤十字など） 合計 60 万円 

1988/10 ３０周年記念特別号発刊、記念式典の実施 

1994/1 創立３５周年記念講演会報告特別号発刊 

1999/5 ４０周年記念特集（各支部の歩み） 

2001/1 

第１面をカラー化し絵画を掲載、紙面はＡ４サイズの６ページ。文字

を大きくした。記事の内容を会員の活躍ぶりや親切行為の事例、寄付

の寄贈先からの便りなど、会員に身近な記事を多数掲載、 

2011/3 発刊を 2 ヶ月に 1 回とし、紙面を 2 ページ増の 8 ページとする 

 

（２） 座談会の開催 

年月 開催会社 年月 開催会社 

1969/10 日立機電工業㈱潮江本社工場 8 日立機電工業㈱大阪営業所 

11 新明和工業㈱西宮本社 10 樽谷包装産業㈱本社 

1970/1 音羽電機工業㈱尼崎工場 11 新明和工業㈱宝塚工場 

2 日立レントゲン㈱大阪工場 12 ㈱日立製作所大阪商品営業所 

3 日立マクセル㈱ 1972/1 日立レントゲン㈱大阪工場 

5 ㈱日立製作所大阪営業所 3 新明和工業㈱甲南工場 

7 東洋鋼業㈱、樽谷包装産業㈱、 

共栄電器工業㈱の３社合同 

4 日立マクセル㈱山崎工場 

10 日東電工㈱ 6 日立機電工業㈱尼崎本社工場 

1971/2 大阪日産自動車㈱  8 日立金属㈱大阪営業所 

4 日立運輸東京モノレール㈱関西支

社 

12 日立機電工業㈱関東工場 

5 日製産業㈱大阪営業所 1973/7 日立工機㈱営業本部（東京） 

5 日製産業㈱大阪営業所 11 日製産業、クレジット、家電の３

社合同 

6 西部日立サービス㈱ 1974/12 日立運輸東京モノレール㈱東京

支社 

7 呉羽製鋼㈱ 1975/1 日立メディコ本社 
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（1998年 2月 1日 421号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 会員募集、募金活動 

親切会の発展と基盤拡充のために常に会員募集を行ってきました。 

また、広報紙の発刊や寄付を行うための財源として、会費や募金という「親切心」を皆様

にお願いしてきました。中でも年末にかけて会員各社にお願いしている歳末助け合い募金

は親切会活動の大きな支えになっています。 

（１） 会員募集 

①  会員募集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1970年 2月 15日 81号） 

（1959年 12月 1日 3号） 

【説明】座談会を通じて、親切への理解を深める試みは 1959年に既に行われています

が、1969年頃から頻繁に開催され、上表のように 28 回も実施されました。 

親切会からは原則として、馬場兵吉会長、馬場杢太郎事務局長が出席され、職場の

管理職は 1～2 名に絞り、若手社員 10～20 名程度で夕食をとりながら開催されたよう

です。以下は日立レントゲンの座談会記事。 
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②  個人会員数の推移  

③   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 募金活動  

親切会は募金で成り立っており募金を原資として、種々の活動を行ってきま

した。かつては善意ポストを設置して、市民の方々に広く募金のご協力をお

願いした歴史もありますが、現在では個人、法人からの自発的な寄付と歳末

助け合い募金が大きな柱となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

【説明】会員には法人会員と個人会員があります。親切会では運営基盤を盤石にするため、より多く

の方々に会の趣旨にご賛同いただき、入会をお願いしてきました。左上は発足間もない頃の会員倍増

運動、右上の記事では、親切会の会員であることを人が知れば、何も言わなくとも自分が親切な人間

であることを理解してくれる。入会の効果はそんなところにもあるので入会しましょうと呼びかけて

います。下は最近の募集記事。 

【説明】会員

は法人会員と

個人会員があ

りますが、個

人会員の推移

は左のグラフ

のとおりで

す。 

（2015年 3月 1日 601号） 
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①  歳末助け合い募金  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  歳末助け合い募金の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】左は歳末募金の過去 10年間の推移。毎年 8～9百万円に上りま

す。東日本大震災のあった 2011年は大幅増となりました。 

【説明】歳末助け合い募金

は、発足当時から連綿と続

いている募金活動です。現

在も会員各社およびその従

業員の皆様に特段のご協力

のお願いしています。左は

初期の記事。当時は「歳末

同情箱」と呼んでいたよう

です。左下は近年の記事。

下は現在使われている募金

箱。 

（1962年 12月 1日 37号） 
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③  善意ポスト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】左上；親切会は 1964

年から、街中に善意ポスト（黄

色いポスト）を設置し、一般

の方々にも募金のご協力をお

願いしました。善意ポストは

次第に広がり、阪急沿線各所

に設置され、東京駅にも設置

されたことがあります。 

左下；年末に警察官立ち会

いの上開扉しました。中には

毎月のように 3～500円を投

入され、「気の毒な人のお役

に立てて下さい」という手紙

が添えられていたケースもあ

りました。 

（1964年 8月 1日 49号） 

（1969年 1月 10日 68号） 
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「親切のつどい」や「親切だより」には、親切に関する意見や考え方が多数掲載されています。

その一部を紹介します。 

１．親切の根源について 

人はなぜ他人に対して親切なのか。その根源を述べた記事が散見されます。 

（１） 自他一体感 

① 「他人を自己の延長と考える」 

他人を自己の延長と考えて大切にする、それが自他一体感というものです。言い換

えれば、相手の立場に立ってみることであり、そこに親切の根源があるとする考え

方です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 親切とは 

（1984年 12月 15日 259号 部分） 

【説明】259 号の記事の中で、自他一体感が述べられています。人は誰しも自己

を最も大切にします。それと同じように、他人を自己の延長と考えて大切にす

ることから親切心が生まれるとしています。通常、親子、兄弟、身内、同種族、

同国民というように、自己から遠くなるにつれ行き届かなくなります。しかし、

元は一つの宇宙から生まれたものであり、動植物や鉱物さえ、皆同根であると

考えます。自他は同根であることを理解すれば、自然に相手の立場になること

ができ、親切心が生まれます。親切心が世の中に広まれば、争いはなくなり、

世界は平和になると述べています。 
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② 「同喜・同悲の心」 

あなたの喜びは私の喜び、あなたの悲しみは私の悲しみ。「同喜・同悲の心」は自

他一体感から発現される気持ちといえるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1969年 9月 15日 76号 部分） 

（1986年 5月 20日 276号 部分） 

【説明】276 号の記事には「私は他人の喜びをわが喜びとする人間でありた

い。」と述べられています。同喜・同悲の心は自他一体感とつながる気持ち

であり、親切の根源になっているという考え方です。 

しかし、常に同喜の心を持つことは容易ではなく、「その喜び事で相手の

方が逆に自分より優位になる場合でも喜んであげるとなると、よほど心の広

く暖かい人でないとできない。」（76 号）と述べています。同喜・同悲の心

は単なる同情や憐みとは違い、「私達の心がいよいよ広く、愛深くなって」、

初めて、その境地に達することができるとしています。 
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（2009年 11月 1日 

562号） 

部分） 

 

③ 共感や人類兄弟意識 

共感や人類兄弟意識も、自他一体感から派生したものといえるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】貧困者支援活動を行っている湯浅誠氏は、その動機を聞かれて「見ち

ゃった、知っちゃった、だからやっている」と答えたとのこと（562 号）。そこで

は、ボランティアは理屈ではなく、自然な共感が原動力になっています。共感と

自他一体感は表裏一体のものかもしれません。自他一体感がボランティア活動を

根本から支えているといえるのでしょうか。 

【説明】人類は兄弟という意識も自

他同根に通じるものがあります。84

号において、親切心は人と人との平

等的連帯感から生じるが、それは人

類はみな兄弟であるという意識で

あるとし、「人類兄弟意識＝同胞愛

をより多く持つ人程、親切な人であ

り、偉大な人であり、愛深い人であ

る」としています。 

（1970年 5月 15日 84号 部分） 
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（２） 情けは人のためならず 

日本では昔から「情けは人のためならず」といわれます。親切の動機をそこに見出す

考え方もあります。 

① 親切にすれば別の方から見返りがくる 

「情けは人のためならず」に基づく意見が、「親切のつどい」「親切だより」には

幾つかみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1981年 3月 15日 213号 部分） 

【記事要約】情は人の為ならず、人を助けておけ

ば我身も助けられるのです。 

毎日、人に親切に接し、仕事を親切丁寧にやり、

物を親切に取り扱う、こういう人はいざというと

きも、思いがけない方面から援助を与えられた

り、見も知らぬ人から親切をうけて、困らないの

です。どうも世の中は、必ずしも与えたところか

らは返ってこなくて、別の方から返ってくるよう

にできているようです。これは実に不思議なこと

ですが、何か世の中全体が一つの生きた有機体で

あるとしか思われません。我々は栄えていこうと

思うならば、とにかく人に親切に、人を喜ばすこ

とを心がけて生活する必要があることを知らねば

なりません。日々、力一杯親切を尽くすことを銘

記すべきである。 

【説明】左は親切会の標語（184 号）。親

切をすれば、するほど自分のためになる

と説いている。 

（1978年 11月 15日 184号） 
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② 「情けは人のためならず」を「互恵的利他行動」として科学的に分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】見知らぬ他人に親切にすることを利他的行動といいます。『利他学』

（著者 小田亮氏 新潮選書）において、人はなぜ利他的行動をするのか、つまり

なぜ親切なのかについて科学的な究明を試みています。 

本書では、各種の実験を通じて、人の利他的行動（他人への親切）の動機を明

らかにしようとしています。その結論は、直接的なお返しはなくとも、評判が立

つことで報われることが動機になっていると主張しています。日本に古くからあ

る諺「情けは人のためならず」は科学的に立証されたということでしょうか。ま

た、本書では利他的行動は世界中どこでも普遍的に評価されるとのことです。 

さらに、人は社会から利他性（親切心）を学ぶともいっています。現実に、わ

が国の国民性調査においても、利他的な生き方を望む日本人の割合は 1978 年当時

に比べて最近では 2.4 倍に増えているとのことです。日本人は大震災等の経験を

通じて、以前より親切になっているのかもしれません。本記事でも「私たちの中

に眠っている何かが目覚める、希望が持てそうです。」と締めくくられています。 

（2011年 9月 1日 580号） 
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（1991年 1月 1日 333号 部分） 

（1988年 11月 1日 305号） 

 

（３）「情」「誠」から親切は生まれる 

親切の根源を「情」や「誠」に求める意見も見られます。また、愛や仁なども親切心に密接

にかかわっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1974 年 3 月 15 日 128 号） 

【説明】「人は情」（128号）では、「人は情ありてこそ人間としての価値がある」

と述べています。「情」は日本人の心であり、そこから憐み、思いやり、ねぎらい

が生まれるとしています。「情」が親切の根源ということでしょうか。 

 他方、333 号では「親切の源は何かといろいろ考えてみたが、誠という言葉しか

浮んで来ない」といいます。誠は電源、親切は誠から流れ出る電流であると位置づ

けています。 

㈱日立製作所は広告（304号）の中で、親切とは「まこと」であり、会社は「ま

こと」をモットーにしていると述べています。ここでいう「まこと」は「孚」かも

しれません。 
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２．親切の心構え 

親切をするにあたって、心構えが大切です。この点についても種々の記事が見られます。 

 

（１） 相手の立場になってみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 形から始めよう、心は後からついてくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】「親切会の願い」（176 号）では、親切は、まず「形の上の善意、親切を心掛

けよう。形が出来れば、心は自然に伴うものである。」と述べられ、形から入ることを

勧めています。そして、親切会の会員に「手近かなところから親切、善意を率先励行し

よう」と呼びかけています。 

（1978年 3月 15日 176号） 

【説明】「親切とはどんなことか？」（42 号）では、「自他一体感

などというと大変むづかしく聞こえますが、平易にいえば相手の身にな

ってみると言うだけのこと」で、難しいことではないとしています。親

切はまず、相手の立場になってみることから始めましょう。 

（1963年 7月 1日 42号 部分） 
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（３） 言葉と表情が大切 

和顔、愛語は誰にもできる親切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 勇気も必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記事の要約】今日からすぐできる親切があります。それは言葉と表情の親切です。暖

かい言葉と、にこやかな表情は、非常な力を発輝し人を幸福にするのです。失意のとき、

暖かく励ましてくれる人の言葉は、どんなに力強く再起の力を奮い立たせてくれること

でしょう。悲しみに閉ざされている人にとって、やさしいなぐさめの言葉程、心を癒や

してくれる良薬はないのです。讃える言葉、励ます言葉、感謝の言葉を出す人は、それ

だけこの世を明るくします。それは大きな世間への親切でもあります。 

また、いつもにこやかな表情の人は平和と安らぎを与えます。暗い表情の人は、世間

に対する不親切だと言えるのです。 

和顔。愛語。何はなくとも、の大きな親切を、実行しようではありませんか。 

【記事の要約】親切をするには勇

気がいります。 

 一つは、てれくささの克服で

す。電車の中で立っている老人

に、席をゆずってあげるのはてれ

くさい。それがいやで、席を譲れ

ないことがあります。勇気を出し

て親切を実行することが大切で

す。 

 強い勇気がいることがありま

す。電車の中で酔っぱらいが人々

に迷惑をかけている。注意するの

は怖い。しかし、大いに勇気を出

して制止すべきです。 

 親切の源は愛の心です。愛が深

ければ勇気も湧いてきます。日本

人はもっと勇気をもって親切を

行おう。 

（1961年 8月 1日 23号 部分） 

（1959年 12月 1日 3号） 
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（５） 見かえりを求めない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 見知らぬ人へも親切を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】30号や 27 号では、親切に見返りを期待してはいけないと主張しています。 

親切をしても、相手から、感謝や恩に感じてくれることを求めると、相手が期侍に

反したとき自分が苦しまなければならない、唯、親切をすればそれでよしとします。

「自分が親切してやった」という意識があるとその分だけ親切の値打が下がるとまで

いっています。 

「情けは人のためならず」とはいいますが、それは結果であって、鯉のえさにひも

がついていたり、最初から私心があったりするのは本物の親切ではないようです。 

（1971年 10月 15日 99号 部分） （1959年 12月 1日 3号） 

（1962年 1月 1日 27号 部分） 

（1962年 4月 1日 30号 部分） 
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３．より高次の親切をめざして 

  （１）親切は深く切なるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1987年 7月 20日 290号） 

【説明】290 号では、「貧者の一燈は富者の万燈にもまさる」として、

親切は心の中の深く尊いものを捧げることであり、要らなくなった物

を人にあげる程度のことは親切には入らないといいます。そして、人

からの親切を素直に受けて、感謝の気持ちを広くつたえることが、や

がて平和な世界を生み出すと言っています。 

【説明】「親切会のことはじめ」（455 号）によれば、親切会は「世の中

には困っている人が多い。困っている人の手助けをしたい」という考えから

始まったとされています。親切会は、当初から見知らぬ人たちへの親切を目

的に掲げていました。当時、不特定への親切はＮＨＫの歳末助け合い募金

（1951 年開始）が行われていた程度であり、親切会の親切運動は、先駆的

なスタートを切ったといえます。 

2号では、「キリストが『家族や兄弟に親切にするのは、誰でもすること

であって、値打ちはない。他人に愛を施してこそ値打ちがある』ということ

を言った」と、他人への親切こそ親切であると強調しています。 

樽谷包装産業（株）の座談会（99 号）には「ごみ一つでも捨てない、落

ちていたら拾う、こんなことでも誰と定まった相手のない親切になる」との

発言があり、不特定への親切心は意義あることだと主張しています。そこに

は現在のボランティアへの萌芽を見るような気がします。 
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  （２）親切は人と人をつなぐ心の文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）親切は普遍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】秋田光彦氏

は大阪市天王寺区の

浄土宗大蓮寺の住

職。新しい親切運動を

提案します。 

従来、親切を、道

徳、倫理といった範躊

の中で考えられてき

ましたが、今では親切

の大切さについて、若

者と中高年者との間

で考え方にミゾがで

きてしまいました。 

 そこで、秋田氏は

「縁起」を説きます。

縁起とは、すべてのも

のは単独で成り立た

ず、まわりのものと関係しながら成立しているという仏教の考え方です。人も多くの人々

とのかかわりあいの中で初めて存在することができるのです。この縁起の考え方を親切運

動に取り入れ、人と人をつなぐものとしての「親切」を現代社会に展開すれば、新しい心

の文化活動を創造することができると説きます。 

 そのような親切運動では、中高齢者の出番となります。中高齢者が街中で『親切行為』

を積み重ねていく。高齢者の行為が子どもや若者の手本になれば、それを心に刻んだ子ど

もたち、若者はやがて、こんな生き方があるのだと、高齢者を尊敬し、新しい心の文化が

生まれてくることになります。それは、『縁起』の社会を創っていくことでもあります。 

 秋田氏は、親切を道徳としてよりも、人と人のつながりを実現するものとして捉えよう

としています。そして、現代の日本社会ではそのような「親切」が求められていると主張

しています。 

（2005年 8月 1日 511号 部分） 

【説明】「普遍と親切」（367 号）では、親切は時間、場所、民族、宗教、境遇をこ

えて世界普遍のものだと言います。「親切はいつでも、どこでも、だれでも、行い、

行われて、同じように、あたたかく、うれしく、心をはればれとさせる」ものです。 

28 ページで紹介した「利他学」（小田亮）においても、世界各地での実験を通じて、

「文化や生活習慣が異なっていても」、人間には利他性（他人への親切心）があると

結論づけています。 

「普遍と親切」では、「親切は花であり、水であり、空気であり、光であり、影で

ある。親切は、喜び、感激し、笑い、悲しみ、涙をさそう。親切は地球全体に広がっ

ており、その普遍性はすばらしい。」と親切を讃歌しています。 

どんなに科学が進歩しても、社会や組織の管理技術が改良されても、人が豊かに、

幸せに、生活し、働くためには、親切はいつの世にもなくてはならない心といえます。 
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（1970年 2月 15日 81号） 

（1993年9月1日367号 部分） 

 

 

 

  （２）親切は普遍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．親切五則 

最後に親切会の標語「親切五則」を掲げます。親切の意義、根源、目的等について簡潔にまとめ

ています。 
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（１）親切会創立のいきさつ（初代会長 深田昌三 氏の寄稿記事(1987 年 6 月 20 日 289 号)

より） 

この内容は、「親切のつどい」に掲載された「親切会への提言」に対するお答えとして、

深田氏が寄稿されたものをまとめたものです。 

親切会は 1959 年 4 月に発足しました。 

そもそもは、宗教団体を主催しておられる難波小夏先生（後に当会の常務理事をされた方

です）から、 

「支店長、私達は毎日幸せに暮らしているが、世の中に困っている人が多いのです。そこで

施設の孤児等をふくめて困っている人の手助けをしたいが、この様なことは人数が多い程大

きなことができるので同志を集めて会を作りたいのだが、どうでしょうか」というご相談を

深田氏が受けられたのが、始まりのようです。彼は、この話は素晴しいことだと思ったそう

でありますが、只これだけですと何処にもある慈善団体と何らかわりがないので何か特徴を

つける工夫はないものか、と考えて見たそうです。当時、時代的背景として未だ終戦後間も

ない時期でしたので、道義の退廃から親切心の欠如が、方々に見受けられまして、役所へ行

っても窓口で不親切に扱われ不愉快な思いをしたことが度々あったそうです。振り返って

我々の銀行の窓口はどうであろうか。また、私自身気がつかないうちにお客様に不親切をし

ていないだろうか、という反省を含めて我々皆各自持っている、親切心を引き出す方法はな

いものか、いろいろ考えた末、会を作って親切の講演をしたり、或いは会報やパンフレット

を作って PR したら、我々の銀行も今以上に親切な銀行になるのではないだろうか。また、

一般の事業会社、商店でも入会が動機となって、社員の方々がお客様や仕事に親切するよう

になったら、会社や商店に信用が付き、繁栄するもとになるのではないだろうか。またこの

運動を進める事によって各家庭でもお互いに善意と親切が浸透すれば、家庭が楽しくなって、

幸福の輪が少しずつでもひろがるのではないかという夢をもたれたそうであります。 

そして、「親切心を引き出す運動と奉仕」、「福祉活動」を二本の柱として、親切会を作

る案を立て、難波先生並びに日立機電工業㈱社長馬場兵吉氏（後の親切会会長）及び樽谷包

装産業㈱社長樽谷清一氏ほか尼崎の名士数人の方々に意見を聴きましたところ大変賛同をい

ただきましたので、地元不動産業の方や銀行の幹部の方など有志の方々にもお集まりいただ

いて、親切会が誕生し、深田氏が初代の会長に推されいろいろな活動が始まりました。 

その後、深田氏が大阪に転任されたのを機会に、大阪支部を作り、さらにヤクルト販売㈱

の方々のご協力もいただいて、神戸支部が誕生し、当時親切会としては会員 1500 人を超え

る規模に発展しました。 

当会の熱心な会員であった清水唯三氏が永年の間匿名で、月収の 15％を裂いて孤児及び母

子家庭に愛の基金を大阪曽根崎暑に贈っていたことが分り、1961 年 1 月 8 日の読売新聞全

国版に清水氏の善行と当親切会の運動が大きく報道されました。さらに、1961 年 5 月 28 日

の大阪毎日新聞夕刊ではトップ記事として当会の存在と活動が、大々的に報道されました。 

第３章 親切会事始め 
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その他、福祉活動としては、阪神電車の尼崎駅前その他バスターミナル６カ所に善意ポス

トを常設、表彰制度の新設、実行委員会の新設などの改革を進めながら、発展を致しました。  

     親切はされてうれしくして楽し （深田） 

 

（２）設立趣意書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）設立時の親切会会則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当時の尼崎に勤務されてい

た、各社の責任者の方々が

集まられて、会員が先ず率

先して親切を実行し、少し

でも世の中を明るくして行

こうとの気持でこの会は出

発いたしました。左記の趣

意書に従って、多くの先達

の皆さんが、動き始めたの

です。 

当時の尼崎市長からも「世

のひかり」=人情との期待が

伝えられたと「親切のつど

い」が報じております。 

社会奉仕が本来の狙い

で、入会金と賛助会費でま

かなうことをベースに、関

係者の皆さんはまったく

のボランティアだったよ

うです。具体的な活動も、

親切運動の啓蒙が中心で

ありました。 
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親切会は全国９支部に分かれて活動しています。各支部の沿革と地域に密着した活動の現状を

簡単に紹介します。 

 

 

 

 

 

設立年  支部名  備   考  

1959年

（昭 34） 

関西 関西支部は、創設以来本部として活動し、2002 年本部移転

の時から関西支部と名称変更しました。 

1973年

（昭 48） 

関東 当初、東京支部とスタートしましたが、本部を東京に移転

した時に関東支部と名称変更しました。 

1982年

（昭 57） 

九州  

1982～1986年にかけて、左の７支部が設立され、全国をカ

バーすることとなりました。 1984年

（昭 59） 

中部、北陸、四国 

1985年

（昭 60） 

東北、中国 

1986年

（昭 61） 

北海道 

 

 

 

 

関東支部の前身である東京支部が設立されたのは、親切会発足から 14年を経た 1973

年（昭 48）です。その後、 2002 年（平 14）に本部が関西から東京に移転したことに

伴い、東京支部は関東支部に呼称変更しました。このとき、本部と東京支部は人員を

増やすことなく兼務体制で推進することとし、効率化を目指しながら今日に至ってい

ます。  

同時に関東支部に、①表彰委員会、②募金委員会、③地区推進委員会を設置（茂原、

土浦、海老名、甲府、高崎の 5 地区で構成）して、活動の効率化、事務の合理化など

の改善に努めてまいりました。現在は、善行者表彰、歳末助け合い募金、寄付、使用

済み切手の取り纏め等、活動は多岐にわたっています。  

〔歴代の支部長〕  

1973 年 1 月 網盛  孝  

1983 年９月  新井  啓介  

1992 年９月  野上  秀雄  

第 4章 支部のあゆみと現状 
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2002 年 1 月 髙田  佳昭  

 

支部の重点活動事項  

①  善行者表彰  

個人、グループに分けて実施、表彰ポイントは次の通りです。  

 (a) 当面、会員会社内の小さな親切、小さな善行に目を向けて該当者を発掘する。  

 (b) 単発だけでなく、継続して実行している人に重点をおく。  

 (c) 関東支部内の広い地域にわたって発掘する。  

 (d) 社内報への記事掲載を依頼する。（親切会のＰＲを含め）  

 (e) 月 1 件の表彰を目標にする。  

 表彰は以下のように行う  

・対象者の職場等に伺って、支部長より表彰する  

・昼食懇談会、記念撮影を行う。  

関東支部の最近 10 年間（ 2004～ 2013 年）の表彰件

数は、①地域貢献、②青少年育成、③障害者支援を

中心に右表の通りとなっています。  

 

②寄付活動  

社会福祉法人や各種施設・団体への寄付はもちろん、東京善意銀行の協力を得て、

社会福祉法人の認可を得られない零細な各種援護グループへの寄付など、対象範囲を

広げています。  

〔最近 3 年間にいただいた感謝状〕  

・東京都共同募金会  

・日立市ひたち育成会  

・鎌倉市社会福祉協議会（ 3 回）  

・東京善意銀行（ 3 回）  

 

③  歳末助け合い募金  

毎年、 10 月中旬～ 12 月末にかけて歳末助け合い募金を推進し、多額の実績をあげ

ています。会員各社に募金箱を配らせていただき、各社は主体的に各職場に展開し、

積極的かつきめ細かな募金活動を進めていただいています。  

その結果、2014 年の実績も約 250 万円に達しました。今後の福祉施設への寄付等の

原資とさせていただきます。  

 

 ④使用済み切手  

使用済み切手については、関西支部分を除き、集約して収集しています。  

皆様から寄せられる使用済み切手も毎年百万枚を超え寄贈先で換金され、それぞれ

施設の運営費の一部に充当されています。  
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〔関東支部事務所で小学生の「体験教室」〕  

かわいい小学校 4 年生の女の子達が親切会の事務所を訪ね

てこられました。夏休みの仕事体験で、世の中に少しでも役に

立つ作業を経験させたいとの親御さんのお気持だったようで

す。  

使用済み切手の耳切り（周囲に５㍉ぐらいの台紙を残してカ

ットする作業）をお願いしました。最初は興味しんしん、珍しい切手を見せ合いなが

ら作業を続けていたようですが、最後は黙々と作業に打ち込んで、 2 時間の「体験教

室」終了しました。  

 

 

 

 

関西支部は親切会が兵庫県尼崎市で発足した 1959 年（昭 34）4 月から 2001 年（平

13）12 月までは親切会本部として活動してきました。その主な内容は親切心を引き

出す活動、困っている人たちを助けることを目的としたものでした。  

 この間に東京をはじめ、全国的に支部が創設され、地域の親切会から全国的な親切

会へと発展を遂げました。  

【親切会活動の主な内容】  

1.寄付活動 (尼崎市孤児支援活動に対して ) 1959 年 8 月に最初の寄付 (継続中 ) 

2.会報「親切のつどい」の発行  1959 年 9 月に第 1 号を発行（継続中） 

3.歳末募金活動  1959 年 12 月開始（継続中）  

4.尼崎市内各所に善意ポストの設置  1964 年 5 月（以降 20 年継続）  

 ※善意ポストとは大型の募金箱のこと  

5.生活困窮者に対する無利子貸し付け   1965 年 5 月開始（以降何年続いたか

は不明）  

6. 会長と会員各社若手社員との親切座談会  1968 年 9 月開始（以降多数開催）  

7. 善行者表彰  1973 年 9 月開始（継続中）  

8. 古切手の収集  1977 年 9 月開始（継続中）  

9. 講演会の開催                            1968 年に第 1 回講演会 (講師  今東光

氏 )を開催。以後、薬師寺管長  高田好胤氏、神戸簡易裁判所判事  佐々田英三氏、

東大寺管長  狭川宗玄氏、近畿大学教授  久保道徳氏、須磨寺管長  小池義人氏、

高野山大学前学長  高木訷元氏による講演会を開催。  

 10.親切のつどいの改善                      2001 年 1 月（第 456 号より）会報

を A4 版とし、「親切だより」に改称して、文字を大きく読みやすくした。表紙

に「身障者芸術家協会」の絵を掲載し、記事全般を親切に関する内容とし、親切

の心を引き出すものとしました。  

 11.(財 )小さな親切運動大阪本部との「親切だより」での連携       2001 年 2 月開始  

関西支部 
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2002 年 1 月より関西支部として活動することになり、組織のスリム化を図るとと

もに経費削減を図りました。  

2005 年 12 月には関西支部の運営・活動を組織的かつ計画的に行うために、「親切

会関西支部運営に関する規定」、「支部長および理事等の任免に関する規定」を制定

し、日立グループ各社の現役に参画いただき、OB 理事と現役理事で親切会の理事会

を構成することにしました。現役理事は次の会社の関西地区の最高責任者（支社長

等）もしくはその代理人（総務部長）にお願いしました。理事会では予算、寄付先等

重要事項を審議することとし、さらには支部活動が形骸化しないよう、また時代や環

境の変化に対応できるよう議論を重ねてきました。  

さらには支部長の諮問機関として特定の会社の総務部長・課長で企画委員会を構成

し、親切会活動の在り方等について忌憚のない意見交換を行い支部活動の活性化を図

ってきました。  

また支部財政基盤強化のため各社のご支援を得ながら、法人会員、個人会員の拡大

に努めたが 2008 年（平 20）のリーマンショックや会社の統合、関西地区拠点の縮小

等の影響を受け法人会員、個人会員ともに表の通り減少を続けた。この減少傾向を止

めるために、2014 年 6 月～9 月にかけて会員拡大のために（株）日立製作所関西支社

をはじめ、理事会社の全面的支援を受け、関西地区日立グループ会社や特約店  

などに、法人会員増口や新規加入のご協力をお願いするとともに、関西地区在住の

顔見知りの方々に個人会員になっていただくよう理事各々が勧誘を行いました。結果、

2014 年 5 月末より新規加入会社が 7 社増え、法人会員口数は 15 口増口となりました。

また個人会員は 60 人増加しました。  

しかしながら 2002 年の水準にはまだ達せず、今後引き続き法人会員、個人会員の

拡大に取り組んでいく所存です。  

 会員数の推移 (年度末 ) 

 2002

年  

2004

年  

2006

年  

2008

年  

2010

年  

2014

年  

2014/5

末  

法人会員 (社数 ) 93 79 82 79 63 61 56 

    (口数 ) 103 100 105 103 88 85 78 

個人会員（人）  806 人  748 813 814 762 710 663 

一方、福祉活動は、近畿地区の社会福祉協議会と連携しながら寄付活動を地道に続

け、困った人たちに手を差し伸べてきました。これにより多数の自治体の福祉協議会

や、諸団体から感謝状や御礼の手紙をいただき、当支部の活動に対する期待感の増大

を感じている次第です。  

また善行者表彰を積極的に行い、親切心の引き出し、住みよい社会つくりに貢献し

ています。  
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（森和廣会長、九州支部訪問）  

 

 

 

○  支部の概況  

九州支部は 1982(昭 57)年、当時の日立冷熱㈱九州支店の事務所の一角をお借り

して活動を開始した。今年 2014 年（平 26）で発足 32 年を迎え、事務所を㈱日立

製作所九州支社内 (日立九州ﾋﾞﾙ/百道浜 )に置く。  

歴代の支部長は次の通り。  

 初代  1982(昭 57)～   西川義雄（日立冷熱㈱ ) 

 2 代  1988(昭 63)～  土屋正直（㈱正興電機製作所）  

 3 代  1995(平 7)～    高原登喜夫 (㈱日立製作所社友 ) 

 4 代  2003(平 15)～  河野通宏  (㈱日立製作所社友 ) 

 5 代  2006(平 18)～  田中繁次（㈱日立製作所社友）  

親切会第 4 代会長・馬場兵吉氏が、㈱日立製作所九州営業所 (当時 )所長をされ

たこともあり、支部開設は東京に続き 2 番目で活動も熱心に進められました。  

 一時は㈱正興電機製作所並びに㈱日立製作所グループを中心として、法人会員

99 社、個人会員 300 名を超えていたようです。爾来、企業合併や退会等により会

員数減少する中、さらなる加入勧誘活動を続け、 2014 年現在は掲載表の通り、法

人会員 53 社、個人会員 230 名前後で推移しています。  

去る 10 月 14 日には九州支部に森和廣新会長をお迎えし、㈱日立製作所九州支

社杉山支社長、大垣総務部長同席のもと、情報交換や活動の活性化についてのア

ドバイス等を頂戴しました。  

 

 

 

 

 

○  活動のポイント  

1.会員（特に法人会員）の加入促進に力を注ぐ。  

2．親切会活動の理解を広める。  

特に既会員を定期  (年 2～ 3 回程度 )訪問し、活動状況の報告・年度計画や事

業費の使途明細等の説明をし、合わせて要望などをお聞きしている。  

3．福祉寄付・寄贈並びに善行者表彰を引き続き重点的に実施する。  

4．事業費の原資となる歳末助け合い募金活動を積極的に進める。  

○  会員動向  

 1998 年  2004 年  2007 年  2011 年  2014 年  

法人会員  99 66 69 59 53 

個人会員  314 189 300 254 234 

(注）法人会員動向： 2004～ 2014 で合併・退会＝ 29 社、新規加入＝ 16 社  

九州支部 
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○  事業概況  

支部開設から 32 年間の福祉寄付・寄贈事業及び善行者表彰事業の実施総額は、  

約 3,900 万円超です。  

１．福祉寄付・寄贈事業（ 2006 年度から）  

福祉関連の施設や団体を対象とし、現金寄付はもとより相手様の要望をお聞き

し、大型テレビ・エアコン・大型冷蔵庫や洗濯乾燥機などの日立製品の寄贈も

大変喜ばれています。寄付・寄贈先の推薦者 (主として会員 )同席のもと、贈呈

目録をお渡します。  

● 1 件あたり金額目途＝ 10 万円～ 20 万円。  

●年間実施件数・金額＝ 5～ 10 件、総額 100～ 140 万円  

２．善行者表彰事業（ 2006 年度から）  

社会を明るくし、地域の一隅を照らすような活動をされている方々、個人又は  

団体の表彰を実施しています。  

● 1 件あたり金額目途＝ 1 万円～ 2 万円 

●年間実施件数・金額＝ 3～ 6 件、総額 12 万円  

 

○  今後の課題  

１．  ㈱日立製作所九州支社、並びに㈱正興電機製作所とのさらなる綿密な連携。 

   (グループ企業への勧誘 ) 

２．  支部たより発刊の検討…特に活動状況やエポックニュースを届ける。  

３．  自販機物品売上からの親切会寄付金への転用お願い。  

○ 2014 年度事業の紹介 (抜粋 ) 

   
希望の家ﾎﾞｯﾁｬ 寄贈  

(佐賀県みやき町 ) 

田川つくしの里  寄贈  

(福岡県田川市 )  

九州補助犬協会  寄付  

(福岡県糸島市 )  

   

福智園  寄贈  

(福岡県福智町 ) 

ケアハウスさくら  寄贈  

(福岡県豊前市 )  

岸川氏善行  表彰  

(佐賀県嬉野市 ) 
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「中部支部」はお陰様をもちまして、2014 年で設立 30 周年を迎えさせて頂きました。  

これも法人会員・個人会員の皆様の長きにわたるご指導、ご支援の賜物と深く感謝

申し上げる次第でございます。役員一同更なる躍進を目指し努力して参ります。  

支部の現状は、2014 年 10 月現在  

法人会員 59 社、個人会員 457 名で

す。設立以降の寄付実績は 6,650

万円、1,130 件となりました。  

「中部支部」は会員の皆様から

お預りした会費・募金・ご寄付等

により運営されており、  

活動範囲は愛知、岐阜、三重、静

岡で主な活動は福祉施設等への寄

付と善行表彰です。当会では有益な

寄付活動を実施すべく行政・福祉団体・ＮＰＯ等との情報の収集に努力しています。

特に寄贈実施先については適宜巡回訪問を行い当会に対してのご意見をお伺いする

ようにしています。事業は春秋 2 回の理事会、月 1 回の常任理事会を開催して各種事

業の承認、報告、検討をしています。一部の寄贈先からは［寄贈決定が早い］［寄贈

時期が年の前半にお願いでき施設の予算上ありがたい］等たいへんお喜びを頂いてい

ます。  

事務局は㈱日立製作所中部支社、総務グル－プにお世話を頂いています。  

最近の寄付活動他の主な内容につきご説明します。  

（1）［東日本大震災］［広島土砂災害］に対して支援金、お見舞金を贈呈しました。  

（2）東海 4 県内の「児童養護施設、乳児院、情緒施設  」92 施設に「洗剤」を寄贈

しました。この事業は本年で８年継続実施となり、施設・関係者からたいへん

喜ばれています。  

（3）東海 4 県内の「養護学校・特別支援学校」へ「大型掃除機」の寄贈を 2005 年か

ら実施し寄贈累計が 63 校となりました。  

（4）日立グル－プ会員会社からの「事務所合理化等により余剰となった備品」「年

末支援品」「入替時の災害備蓄品」「作業着」等の預託を頂き、福祉施設・各

種団体・ＮＰＯ等に寄贈し関係者からお喜びを頂きました。  

（５）「中部善意銀行 50 周年」「三重ボランティア協会 30 周年」記念大会で長期に

わたる継続支援に対して感謝状を受賞しました。  

（６）清涼飲料メ－カ－から提案のあった「寄付付自動販売機」の採用を日立グル－

プ内の自動販売機設置済・予定の会社にお願いしています。 2013 年度から採

中部支部 
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用各社による募金活動が始りました。これは「清涼飲料水」の売上実績に伴い

メ－カ－と利用者が募金を拠出するもので「親切会募金活動」の大きな柱とな

ると考えます。当会では今後も拡大を図っていきたいと思いますので各社のご

協力をお願い致します。  

親切会活動（小さな親切・ささやかな福祉貢献）をご理解頂く為に、地元の情報

を中心とした「中部だより」を 2011 年 7 月から隔月で発行させて頂いています。  

皆様には「親切会」の活動にご賛同頂き、知人・友人・同僚の方々にも会員になっ

て頂けますようお薦め頂ければ幸いです。  

当支部に対するご意見、ご要望等ありましたら事務局までお寄せ頂けると幸甚です。 

 

 

 

 

親切会東北支部は、1985 年に発足したので、今年で 30 年経過しました。諸先輩の

ご努力と会員皆様方のご理解とご協力により、順調に活動の輪を広げて参りました。 

ピーク時には法人会員 70 社 (1997 年 )、個人会員は 300 名 (2001 年 )を超える大きな

支部組織となりました。  

しかし近年日立グループ各社の合併、事業所の再編などにより法人会員は半減し、

これに伴い個人会員の減少も大きく、財政面が大きく変化し運営も非常に難しい局面

となっています。  

 当支部としてはこの様な状況を鑑み、貴重な浄財を少しでも多くの福祉事業方面な

どに役立てることができるよう、管理費の圧縮や、事情変化にそった外国人留学生支

援奨学金の見直しを行うなど最大限の努力を重ねています。  

ここで当支部の特徴ともいうべきポイントを挙げると、  

１．年間 4 回の理事会を各理事会社の会議室を持ち回りで開催をお願いし、親切会

運動のより一層の浸透を図るようにしています。  

２．在仙の日立ＯＢ会（会員数約 60 名）に格別のご理解とご支援を頂き、各種行

事を通じて運営に協力頂いています。  

３．事務局を担当されている日立総務グループとの連携が密接である事。  

などを挙げる事ができます。特に日立総務グループ事務局の献身的な努力は特筆され

るべきものです。  

 次に当支部にとって最大の出来事は 2011 年 3 月の東日本大震災であります。この

震災では会員会社と個人会員の方々にも物心両面で大きな被害をもたらした悲しい

出来事でした。  

 東日本大震災被災地に対する主な支援活動をご紹介すると「被災地での炊き出し支

援」「被災地沿岸部福祉施設への家電品の寄贈」等があげられます。  

被災地での炊き出し支援として 2011 年 5 月 14 日親切会法人会員の (株 )日京クリエ

イトが岩手県陸前高田市被災者避難場所「特別養護老人ホーム高寿園」に緊急の炊き

東北支部 
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出しを行った際、当会として新鮮な果物を提供しました。  

また、同年 5 月 21 日宮城県多賀城市「多賀城市文化センター」には 400 名もの方々

が避難されているなか炊き出しを行い、うどん、焼そば、ハンバーグなど温かい食事

約 780 食分を提供することができました。この炊き出しは、 (株 )日京クリエイトの調

理師の方々と当会支部会員各社、50 有余名のボランティアの協力をいただき実現しま

した。提供した温かい食事の他にアイスクリームやケーキ、フルーツサラダ等のデザ

ート類を加える工夫をしたところ、子どもや年輩者を含め皆さんにたいへん喜んでい

ただくことができました。  

またこの日は、韓 国元大統領のイ・ミョン

バ ク 氏 の 被 災 地 訪 問と重なり、私たちにも

声かけや、親しく握 手 を し て く だ さ る と い

う 貴 重 な 機 会 に も 恵まれました。  

なお、この活動に あ た っ て は 、 北 海 道 支

部・中部支部から貴 重 な 義 捐 金 の ご 協 力 を

頂いており、活動費 に 充 当 さ せ て い た だ い

ております。  

次に 2012 年 2 月 15 日には、地域

住 民 の 命 の 砦 と し て 重 要 な 役 割 を

果 た さ れ た 宮 城 県南三陸町「南三陸

ホテル観洋」の女 将さんと社員の方々

に対して善行者表彰を行いました。表彰当日は、東北支部個人会員 16 名の参加のも

と復興支援訪問をあわせて実施しました。  

南三陸ホテル観洋の皆さんは、自らも甚大な被害をうけながらも地元住民 350 人余

の避難所としてホテルを開放し、さらには仮設住宅に移るまでの二次避難所、幼児か

ら児童の保育施設、生活の様々な支援や震災復興に携わる人々の拠点として復興・再

生の中心的役割を献身的に果たされました。この活動をたたえささやかな表彰でした

が、当該ホテルの皆さんから感謝と感激のお礼を頂戴しました。  

その他 2013 年 4 月に福島県南相馬市へ原発事故の避難区域などを除草する草刈り

機を 30 台寄贈しました。草刈り機寄贈の経緯は、日立グループ社員がボランティア

として同市を訪れており、そこで不足している機材のニーズを受け寄贈を決めました。

南相馬市からは、感謝状が贈呈されました。  

また、津波被害の大きい太平洋岸 3 県 (岩手、宮城、福島 )の特に沿岸部に所在する

福祉施設に着目し、当該県福祉事務所または、県健康福祉課などの協力を頂きながら

優先的に家電品等寄贈の事業を進めました。2014 年度は秋田県と青森県太平洋岸の

被災福祉施設数か所を取り上げ、家電品贈呈事業を進め寄贈先施設から喜びの声が届

いております。  

以上、たいへん厳しい状況ではありますが、親切会運動の原点である心豊かな社会
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円山動物園での「ゴミ拾いと外来種タンポポの

駆除活動」参加者全員で記念写真 2014年6月 

を目指すため少しでもお手伝いができるよう次の世代に受け継いで行きたいと考え

ております。  

 

 

 

 

北海道支部は 1986年の 4月 1日に親切会の中では最後発の支部として発足し、今年で  

29年目を迎えました。  

発足当初は横山初代支部長をはじめ理事が 4名、会員も法人会員が 28社、個人会員

においては僅か 12名という陣容からのスタートで、寄付先も 4団体、総額 60万円であ

ったと聞いています。  

その後、横山、鈴木、池田歴代各支部長のもと、体制強化の為、理事の増員、会員

の増大に努めてまいりました。最近は日立グループ各社の再編などで法人会員の減少

が避けられない状況から、個人会員を積極的に増やす活動を重点的に進めてきました。

その結果、個人会員数は 2013年に初めて 400名を超え、現在の会員数は 406名 (2013年

度末 )となっています。これは関西支部 (666名 )、中部支部 (457名 )に次ぐ規模で支部

運営としても大きな基盤が作られたと思っています。  

また、これらの会員一人ひとりに親切会の

活動内容をより深く理解してもらうため、 2

ヶ月毎に支部活動報告を取りまとめ、本部か

らの「親切だより」に同封して会員に配布し

ていますし、2000 年には支部広報誌「すずら

ん」を創刊し、毎年の支部活動をわかりやす

く会員の皆様に理解してもらうよう努めてお

ります。この「すずらん」は毎年 4月に発行致

しておりまして今年で第 15号を迎えました。 

北海道支部の大きな活動の柱である寄付

活動も毎年、件数、金額とも増えてきてお

りますが、支部発足以来の寄付総額も 3000万円を超えるほどの大きなものとなりまし

た。 2013年度には 17件、総額 147万円の寄付活動を行いましたが、今後も積極的に新

規寄付先を見つけていくなど尚一層の支援強化に努めていきたいと思っております。 

一方、北海道支部では、積極的にボランティア活動にも取り組んできました。 2009

年からは毎年 6月に札幌市の円山動物園で「ゴミ拾いと外来種タンポポの駆除活動」

を継続して実施しておりまして今年で 7回目を迎えました。今年の参加者は 255名で毎

年、家族を含めてたくさんの方々に参加を頂いており、今では北海道支部の一大イベ

ントとなっています。また、2004年 12月から会員以外の方にもお願いしリングプルの

収集活動も行っています。収集したリングプルは 690kgで 1台の車いすと交換すること

ができ、これまで 4台の車いすと交換し、それらを円山動物園に寄贈してきました。

今年中には 5台目の車いすと交換できる予定にもなっています。  

北海道支部 
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2014はまなす全国車いすハーフマラソン大

会」の自主警備に参加 

その他使用済み切手の収集活動も以前から継続して実施しており、また 2007年から

毎年 6 月に札幌で開催されております「はまなす全国車いすマラソン大会」で車両誘

導などの警備作業も親切会のボランティア活動の一環として継続して実施していま

す。  

これらの活動は会員からの会費の他、「歳

末助け合い募金」や「各種団体、会合からの

寄付金」「チャリティーバザー」などによっ

て支えられておりますが、これらの金額も

年々大きくなってきており、会員をはじめ多

くの方々のご支援とご協力のお陰とたいへん

感謝を致しております。  

親切会北海道支部もこれまで「小さな親

切」「ささやかな福祉貢献」をモットーに様々

な「親切運動」「福祉活動」に取り組んでま

いりましたが、ハンディキャップを背負って

いる方々を支援しようとする福祉団体などは

まだまだたくさんありますし、それらのほとんどが公的補助金のみでは活動が維持で

きず、各種の寄付に頼らざるを得ないところが多いと聞いております。親切会北海道

支部としましても微力ではありますが、今後これらの団体、施設に積極的に目を向け

て支援をおこなっていきたいと思っております。  

 

 

 

 

 

１．支部の歩み  

  北陸支部は、本部発足昭和 34 年から 25 年経た昭和 59 年に北陸日立グルー

プ各社の賛同を募り支部設立に至ったものです。現状支部長も 6 代を数えていま

す。  

〔初代〕高橋  昌   1984 年 9 月～ 1985 年 2 月 

          ＊日立北陸支社  25 周年事業にあわせ。  

 

〔 2 代〕吉田  宏   1985 年 3 月～ 1991 年 10 月 

この頃の経済は、昭和から平成に年号が移り、北陸の市場も順調に推移、日立グ

ループ各社の人員も増えていたが、北陸支部はまだまだ小さな支部であり発展途

上であった。  

 

〔 3 代〕高田  利一  1991 年 11 月～ 2001 年 10 月 

日立グループ各社の業績も反映し、法人会員は横ばいだが、個人会員は 50 人か

ら 80 人と増加した。活動状況もポスターや標語の募集、親切会の輪を広げる花

北陸支部 
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の種の配布、古本の回収と販売、日立会行事とタイアップしたチャリティー歳末

募金の活動を実施し、小さな福祉施設に家電品を中心に小さな思いやり（贈呈）

を行った。  

また、地域社会行事参加ということで、日立製作所を中核に日立グループで富

山まつりおわら共演に参加（ 100 人）地域社会に定着を図った。  

 

〔 4 代〕石田  博   2001 年 11 月～ 2007 年 8 月 

統廃合が進み、北陸においても法人会員の減少となりました（ 28 社→ 19 社） 

個人会員については、何とか微増約 90 人をキープする状況が続きました。  

2007 年 3 月の能登半島地震（震度６強）で大きな災害が発生し、親切会として何

もできませんでしたが、会社として多額の見舞金、支社の個人ボランティアの参

加で大いに貢献できました。  

 

〔 5 代〕水島  和信  2007 年 9 月～ 2013 年 3 月 

さらに日立グループ組織の改革が進み、北陸における日立グループ事業所の減少

が著となりました。ゆえに法人会員も 1５社にまで減り、個人会員は微減となり

ました。  

北陸地域における日立会も廃止され、事業所長中核の「つるぎ会」が日立グルー

プ連携強化の場となりました。  

 

〔 6 代〕藤農  照一  2013 年 4 月～ 

親切会も時代とともに組織が大きくなり、活動の場も広がったが、経済の成長に

つれて競争社会が激化、利潤の優先、効率重視の社会が生まれ、人々の物質的な

豊かさが得られた反面、道徳観の欠如、犯罪、自殺と情緒不安定から心を病む人

が増えてきました。  

さらに、経済のグローバル化が進み、家族団らんの場も少なくなり、また地域社

会との繋がり、人情も薄くなった感があります。（発足時世相より憂慮が大）  

本部、各支部の報告を聞くたび、活動に温度差を感じるが、北陸はまだまだ未熟

であると痛感しています。北陸の財政基盤、組織体制いろいろ問題はあると思う

が、今一度発足時の初心に帰り、一人ひとりが日常生活において人に対する思い

やり、気遣いの実践（小さな親切）、組織としてはささやかな福祉貢献を目標と

して進めていく所存です。  

 

２．  最近の支部活動  

・富山、石川地区    福祉協議会を通じての寄付（家電品中心）… 50 万円／年  

・福井地区          福井新聞社を通じての「福井県幸せ基金」への寄付… 10 万円

／年  

・北陸 3 県         地域ボランティア活動で日立グループでの「美化清掃活動」  
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・年末チャリティー募金活動他  

 

毎年、活動内容としては、大きく変わらないのが現実ですが、それでもマンネリ

化、惰性に流されないよう、北陸における日立グループ各社の結束（協力）を頂

き、地域とともに発展、人の温もりが感じられる社会をめざしたいと思います。  

また、2015 度に北陸地域にも待望の北陸新幹線が開通し、経済の活性化、地域を

あげてのおもてなし文化の推進機運が高まることが期待され、ますます人の心の

温かさが問われていると考えます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<支部の概況> 

中国支部は、 1985 年に発足して以来、本年で 30 年目を迎えました。発足当時は、

会員数が個人会員 5 名、法人会員 33 社でのスタートでした。現在（2015 年 2 月）で

は、個人会員は約 121 名、法人会員は 30 社となっています。  

当地区の活動の推進にあたり、定期的に開催している理事会を中心に、会員各社、

個人会員の意見を反映させ、出来るだけ支部の独自性を出すべく毎年、その年の活動

方針を策定し、親切会の二本柱である『親切運動』と『福祉活動』に取組んでいます。  

<活動状況> 

中国支部としては、親切会の活動趣旨に則り、福祉施設への寄付、善行者表彰、年

末募金活動等を地道に展開してきました。  

寄付活動につきましては、30 年間の域内寄付先総数は 107 件累計 2920 万円に上り

ます。これを県別に見ると広島県 38 件、岡山県 21 件、山口県 17 件、島根県 19 件、

鳥取県 11 件、東京都 1 件と成っていますが、特に近年は出来るだけ地域格差を無く

すべき公平な寄付先選定を心掛けています。また、寄付先の施設も、当初は「ユニセ

フ協会」「広島日本赤十字」等から、「原爆病院」「養老老人ホーム」等を経て、最

近は特に運営面で厳しい状況にある「心身障がい者施設」を中心に寄付先を決めてい

ます。  

そして、こうした活動を大勢の方に知って頂く為に、毎年中国支部ホームページで

寄付先への訪問記を掲載しています。(その中で心に残った最近のものを下に一部紹介

します ) 

中国支部 
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一方、善行者表彰も総数で 17 件 23 名に行ってきました。理事会で審査し、最近で

は‘長期年休を取得して東北大震災の復興ボランティアに参加された方’や‘動物園

に入園する児童に虎の生態などをガイドされる方’‘原爆ドームや平和公園の観光ガ

イドをされている方’等、主に積極的にボランティア活動をされている方を表彰して

います。特に、最近では『親切運動』の一環として、東北大震災や広島市北部の土砂

災害に対し義援金を出していますが、今後もこうした従来の活動の枠にとらわれない

活動をして行きたいと考えています。  

<寄付先訪問記> 

・ NPO 法人  さくらんぼの家  （ 2010 年 12 月）  

島根県松江市島根町。2003 年に開設、平成 2007 年にＮＰＯ法人を申請。2008 年に島

根電子工場跡に移設。人員 26 名を登録。島根町とお隣の鹿島町からの通所制となっ

ている。昼食は弁当持参、交通費は自己負担であるが自主通勤に困難な方は送迎バス

があり、このバスは施設外 就労にも利用されている。通

常は 5 人体制で、4 名の正職 員と 4 名の非常勤の計 8 名が

交代制で利用者のお世話を されている。作業は、ハンカ

チ内折、肥料の袋詰め、ク ッキー作り、畑の管理、公共

施設のトイレ等の清掃に加 え、自動販売機詰替えなど多

岐に亘って取組んでいる。 いずれも軽作業が主体の為、

収入面は厳しく、満足な設備が取り揃えられない悩みの中で、今回は現金を寄付しま

したが、たいへん喜んで頂きました。帰路は、島根町の海岸沿いの景色が晴れてとて

も綺麗であった。この町の人たちが一生懸命支えられておられる施設に少しでも貢献

できて良かったと思う。  

 

・NPO 法人きらら女川  ひかり  （2012 年 12 月）  

鳥取県西伯郡伯耆町。本施設の母体は、2010 年宮城県女川にあった障がい者就労施

設「きらら女川」。2011 年 3 月に東日本大震災で事業所は壊

滅し活動不能に陥られたそうですが、6 月に同じ宮城で被害

にあった夢食研（株）が機械や製造技術を持って「きらら女

川  ひかり」をこの地に開設されました。障がい者の方は A

型 13 名、B 型 10 名に職員の方を入れると 40 名で、製品は、

菓子部門は 100 種類に及ぶオリジナルかりんとうを、水産・畜

産部門は魚や海藻等の真空長期保存品を製造しております。夢食研（株）の代表取締

役でもある阿部理事長は 70 歳を越えられていますが、特許も色々お持ちの上に研究

熱心な方で新製品の開発に情熱を持っておられました。また、米子地区の障がい者の

方に寄り添いながら共に働いておられる真摯なお姿には頭の下がる思いでした。本施

設へは寄付金を持参し活用しますと喜んで頂きました。施設を出たら雪がやみ、伯耆

富士と言われる大山が遠くに臨めて、本当に清々しい気持ちになれました。  
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・NPO 法人  優喜会 サルビアの家（2013 年 12 月）  

山口県下松市。同施設は、以前は下松市肢体不自由児者父母の

会によって運営されていましたが、平成 2013 年 4 月から障

がい者総合支援法のサービス事業所として新たなスタート

をきりました。まだ半年しか経過していませんが、障がいの

ある方が地域で自立した日常生活を営むことができるよう、心

のこもった質の高いサービスを提供しています。また、日中一時支援などで保護者の

負担を軽減し、地域福祉に貢献できる施設をめざしています。施設の利用者は、昼食

のお弁当を持参されていますが、冷蔵庫が小さく、お弁当以外のものが入らずクーラ

ーボックスを併用されていたとのことで、寄付品の冷蔵庫はたいへん助かり、タイミ

ング的にもクリスマスケーキも入ったとたいへん喜ばれました。  

 

 

 

 

支部の沿革と現状  

日頃は親切会活動にご支援、ご協力頂き厚く御礼申し上げます。親切会が誕生して

55周年、また、四国支部が 1984年 5月に、東京、九州に次いで 3番目の支部として発足

して、今年で 32年目を迎えます。  

支部発足時は、初代油田支部長のもと、法人会員 26社、個人会員 10名にて活動を開

始し、その後、多くの先輩方並びに会員の皆様に支えられて、現在まで発展して参り

ました。  

歴代の支部長及び在任期間は次の通りです。  

初  代   油田重一氏      1984年～ 1990年  

二代目  須﨑和壽氏      1990年～ 2001年  

三代目  田中俊雄氏      2001年～ 2013年  

そして、 2013年６月より橋本が支部長を仰せつかって活動致しております。  

 

次に、四国支部の現状についてご紹介致します。現在、会員は、法人 15社、個人 126

名の方々に加入頂いております。発足時に比べグループ会社の合併等により法人会員

は漸減しておりますが、現在、個人会員の募集強化に努めています。  

主な活動としては、福祉活動、善行者表彰、使用済切手の送付を行っております。 

特に、歳末助け合い募金につきましては、会員各社、各位のご協力は申すに及ばず、

四国日立グループの社員の皆様や高松春光懇話会 (旧高松日産懇話会 )からは、永年に

亘り格別のご支援を頂いております。また、高知八日会 (高知県内の日立グループ )が

毎年開催されている「お客様謝恩会」においても多大なるご支援を頂いています。  

皆様からお預かりしたご浄財は、障がい者施設、児童福祉施設、老健施設、高松交

通遺児を励ます会等への寄付を理事会にて決定し、寄付を実施しています。施設へお

伺いすると、入所者の皆さんや施設の代表者の方々から毎回心温まるお言葉やお便り

を頂いたり、地方新聞でも報道して頂く等、親切会活動を広く知って頂く機会にもな

四国支部 
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っています。  

また、善行者表彰としては、施設慰問や清掃活動、スポーツ指導等、地域に密着し

た活動を行っておられる方の表彰を行っております。皆様のお近くでこのような活動

を実践されている方がいらっしゃいましたら、是非、支部の方までご連絡頂きます様、

お願い致します。  

使用済切手の送付につきましては、約 4０社の法人及び個人の方にご提供頂き、継

続的に本部に送付し、海外医療サービスに役立てております。今後とも、引き続きご

支援頂きますよう、宜しくお願い致します。  

親切会活動は、一人でも多くの方にご賛同頂き、継続して実施していくことが重要

と考えております。これからも「小さな親切」「ささやかな福祉貢献」をモットーに

地域社会に貢献できますよう、地道に活動して参りますので、皆様のご支援、ご協力

を宜しくお願い致します。  

 

1．徳島県東みよし町「社会福祉法人十字会  博愛ヴィレッジ (知的障がい者更生施設 )」 

【以下のような心温まる御礼状を頂戴しました】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．高知市「社会福祉法人こうち福祉会  ライフ・ステージ  あおぞらセンター (障がい

者支援施設 )」  

 

 

 

 

 

 

 

 

拝啓 早春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げ

ます。 

また、平素は施設運営各般にわたりまして、格別のご支

援ご協力を賜り心より感謝申し上げます。 

さて、先般、貴団体よりテレビのご恵贈いただきました

こと、厚くお礼申し上げます。 

テレビを見ることを楽しみにしている方も多く、スポー

ツ、音楽番組など新しいテレビで、より鮮明な音と画像を

楽しんでいただくことができる様になりました。 

まずは、取りあえず書中をもってお礼かたがた、ご挨拶

申し上げます。               敬具 

社会福祉法人十字会 博愛ヴィレッジ 

理事長 加藤 和輝 

贈呈式の写真  

お礼の色紙  



第５章 歴代会長 

54 

 

 

 

 

 

【   】内は就任時の役職         の中は在任中の主な出来事 

初代；深田昌二（1959 年 4 月～1959 年 7 月） 【第一銀行 尼崎支店長】 

  

 

  

 

２代会長 吉岡喜八郎（1959 年７月～1965 年 4 月）【ダイアマ製菓株式会社社長】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３代会長 高橋輝嘉（1965 年 4 月～1968 年 5 月） 大阪ヤクルト株式会社会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４代会長 馬場兵吉（1968 年 5 月～1990 年 9 月） 日立機電工業株式会社相談役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 歴代会長 

1959 年 4 月  本会発足  

1959 年 4 月  尼崎市就学援護会へ寄附第 1 号  

1959 年 4 月  会則制定  

1959 年 9 月  「親切のつどい」創刊 

1959 年 12 月  会員倍増運動開始 

1960 年 3 月  大阪支部発会  

1961 年  読売新聞、毎日新聞に親切会が紹介される。  

1961 年 4 月  創設満 3 周年記念施設慰問ショウを開催  

1963 年 10 月  尼崎市交差点に標語入りアーチ寄贈  

1964 年 7 月  善意ポスト設置  

1965 年４月  満 6 周年記念会員倍増運動 

1966 年 10 月  生活困窮者救済（貸与金）制度新設  

1967 年 5 月  箕面の障害児施設を慰問 

1968 年 2 月  今東光氏講演会開催 

1969 年  この頃より座談会が盛んに開催される  

1973 年 1 月  東京支部発足  

1973 年 9 月  第１回善行者表彰 

1977 年 1 月  結婚相談所開設  

1978 年 1 月  ｢親切のつどい｣を A4 版に変更し、内容を刷新。 

1984 年  各支部が続々と発足  

 



第５章 歴代会長 

55 

 

 

 

第５代会長 有信春二（1990 年 9 月～1992 年 8 月） 日立マクセル株式会社特別顧問 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６代会長 新井啓介（1992 年 9 月～1997 年 5 月） 株式会社日立製作所顧問 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第７代会長 玉河晋次（1997 年 5 月～2003 年 7 月） 新明和工業株式会社相談役 
 

 

 

  

第８代会長 丹野 毅（2003 年 7 月～2007 年 7 月） 日立化成工業株式会社相談役 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第９代会長 内ヶ崎功（2007 年 7 月～2014 年 7 月） 日立化成工業株式会社相談役 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 10 月  文学博士高木訷元氏の創立 35 周年記念講演会  

1994 年 8 月  テレフォンカード 194 枚を養護施設暁星学園へ

寄付  

1995 年 1 月  歳末助け合い募金１千万円を超える  

1995 年 1 月  日本赤十字社兵庫支部へ阪神大震災義援金  

1998 年 5 月  親切会本部を尼崎市立花町から西宮市日立甲子

園研修所に移転 

2000 年 4 月  ホームページ開設 

2001 年 1 月  「親切のつどい」を「親切だより」に改題、刷新。 

2002 年 1 月  本部を関西から東京に移転。関東支部発足。  

2003 年 12 月  関東支部、東京都知事から感謝状を受く  

2004 年 9 月  関西支部福祉施設を見学 

2005 年 1 月  親切会創設功労者の一人、難波小夏氏逝く  

2005 年 3 月  台風災害に義援金  

2009 年 5 月  創立 50 周年功労者 25 名を表彰  

2009 年 12 月  22 年間連載したマンガ「親切くん」が終了  

2011 年 11 月  親切だよりを隔月発刊に 

2011 年  東北支部など、東日本大震災被災者へ種々の支援活動  

1991 年 4 月  陶芸家、吉向蕃齋氏の講演会開催  

1991 年 5 月  深田昌三氏（初代会長）逝去 

1991 年 10 月  近畿大学薬学部久保道徳氏講演会開催  
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親切会は、創設以来、会の運営や広報活動において多くの方々のご尽力・ご協力に支えられて

今日を迎えています。本章ではこれらの方々をご紹介します。 

 

１． 親切会の運営を支えた人々 

  親切会の運営は、同じ志を持った以下のような方々が支えて下さいました。 

 

（１）草創期の役員 

親切会の草創期において、役職を担い親切会発展の礎を築かれた方々は以下の通りです。 

＜（敬称略）＞ 

親切会での役職 氏 名 当時の所属先 

顧 問 深田 昌三 第一銀行大阪新町支店長 

会 長 吉岡 喜八郎 ダイアマ製菓㈱社長 

副会長 樽谷 清一 ㈱樽谷商店社長 

副会長 増本 勇 共栄電機㈱社長 

副会長 土井 泰司 土井産業㈱社長 

幹 事 松田 清 東洋鋼業㈱専務取締役 

評議員 木村 一郎 東北無煙炭鉱㈱社長 

評議員 難波 小夏 一本松教会会長 

評議員 吉田 正太郎 ㈱吉田鉄工所社長 

評議員 馬場 兵吉 日立機電㈱社長 

評議員 田所 定真 生長の家立花道場主管 

評議員 森田 計雄 第一化成工業㈱常務取締役 

評議員 斉田 正雄 斉田病院院長 

評議員 引地 淳一郎 朝日商事㈱社長 

評議員 八田 幸三  

評議員 池上 清美 第一銀行尼崎支店長 

評議員 江里口 常臣 ㈱第一コンデンサー製作所社長 

会 計 橋本 高一 第一銀行尼崎支店次長 

監 査 門脇 耐事  

書記長 馬場 杢太郎 藤原工業㈱顧問 
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（２） 名誉顧問 

各界の錚々たる方々に就任願い、ご指導いただきました。 

＜役職：当時、敬称略＞ 

氏 名 役 職 等 

馬場粂夫 ㈱日立製作所 顧問 

薄井一哉 前尼崎市長 

阪本 勝 兵庫県知事 

松原與三松 日立造船㈱ 相談役 

今 東光 作家、中尊寺貫主 

岡本富夫 衆議院議員 

賀陽邦寿 元皇族 

駒井健一郎 ㈱日立製作所 相談役 

永田亮一 衆議院議員 

永田敬生 日立造船㈱ 会長 

原健三郎 衆議院議員 労働大臣 

堀田正行 阪急産業㈱ 相談役 

吉山博吉 ㈱日立製作所 専務取締役 

 

２．親切会講演会と講演者 

以下のような多くの著名人が講演して下さいました。 

＜親切会主催講演会と著名講演者（敬称略）＞ 

開催時期・場所 演  題 講 演 者 備  考 

1959 年 6 月 

第一銀行尼崎支店 

一般に知られざる秘話 

天皇陛下とマッカーサー元帥 
河野三通士  

元毎日新聞論説委員 

 

1959 年 10 月 

第一銀行尼崎支店 

幸福を得る方法と災難を除ける条

件 
河野三通士  

 

1960 年 5 月 

第一銀行新町支店 
河野三通士先生の講演を聞く 河野三通士 （大阪支部第 1 回目） 

1960 年 11 月 

第一銀行尼崎支店 

家裁の窓より 

如何にすれば青少年は良くなるか 
宇田川潤四郎 神戸家庭裁判所所長 

1962 年 8 月 

親切会大阪支部 
アメリカの旅と感想 河村長治 

 

1967 年 6 月 

尼崎労働会館 
事業と奉仕について 早川徳次 

早川電機社長 

 

1967 年 8 月 

尼崎労働福祉会館 

歴史の風雲に想う 

―秘められた敗戦史― 
賀陽邦寿 元皇族 

1968 年 2 月 

尼崎労働会館 
今 東光講演会 今 東光 中尊寺管長 

1970 年 1 月 

尼崎労働福祉会館 
原、吉倉両女史の講演会 

原万利子 

吉倉弘子 

原健三郎前労相夫人 

女子短大・生長の家講師 

1971 年 2 月 

尼崎労働福祉会館 
裏から見たソ連 扇 貞雄 

大陸問題研究所神戸支部長、 

元中野学校一期生 
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開催時期・場所 演  題 講 演 者 備  考 

1977 年 6 月 

日立マクセル 
無財の七施 馬場兵吉 親切会会長 

1978 年 10 月 

尼崎商工会議所 
20 周年特別講演 高田好胤 薬師寺管長  

1979 年 9 月  

尼崎市商工会議所 
幸福な人生を求めて 菊地藤吉 

心理学博士 

沖縄総合教育センター理事 

1981 年 10 月   

尼崎市商工会議所 
アマとプロ 内藤国雄 講演者は将棋九段 

1984 年 11 月 

尼崎市総合文化セン

ター 

感謝は世界を変える 吉田武利 新教育者連盟講師 

1986 年 8 月 

広島日立ファミリーセ

ンター 

思春期の心と身体 岡田隆介 広島市児童相談所長 

1988 年 10 月  

尼崎市総合文化セン

ター 

親切会創立 30 周年記念講演 

私の道しるべ 
狭川宗玄 華厳宗管長・東大寺住職 

1988 年 10 月 20 日   

尼崎市総合文化セン

ター 

長生きするための食生活 久保道徳 
近畿大学教授、薬学博士、 

北京市衛生局臨床薬学研究所

名誉顧問などを歴任 

1991 年 8 月 

尼崎市総合文化セン

ター 

やきものばなし 吉向蕃斎 陶芸家 

1991 年 11 月 

尼崎市総合文化セン

ター 

心豊かに生きる 小池義人 
講演者は大本山須磨寺管長 

シベリア抑留を体験、兵庫県公

安委員長など、藍綬褒章受賞 

1992 年 9 月 

日立製作所中国支社 
父親の為の教育 深田成子 比治山女子短期大学講師 

1992 年 10 月 

尼崎市総合文化セン

ター 

成人病を予防する食べ物と漢方 久保道徳 1988 年に続いて 2 回目 

1993 年 10 月 

尼崎市総合文化セン

ター 

創立 35 周年記念講演会 

あなたは自然の声を聞けますか 

―自他不二の心― 

高木訷元 
高野山大学前学長、日本学術

会議会員、文学博士 

1995 年 12 月 

日立製作所中国支社 
企業をひらく 菅井直也 鈴峯女子短期大学助教授 
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以下に講演会の記事の一部を紹介します。 

① 河野三通士氏の講演会（1960年 5 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 早川電機工業㈱社長早川徳次氏の講演会(1967 年 6月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】河野氏

は高名なジャ

ーナリスト。特

に国際問題に

詳しく、本講演

会でも、冷戦下

の世界の情勢

に鑑み我が国

は国際情勢に

最も注意を払

うべきである

こと、他から親

切を受ける際

の心構え等、今

後日本のとる

べき道につい

て解説してい

ます。 

 

【説明】早川氏は早川

電機（現シャープ）の

創業者。 

奉仕について話を

されています。奉仕は

物納だけでなく、愛情

を通しての奉仕であ

ると説かれ、それは親

切会の活動にも通じ

るものだと述べられ

ました。 
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③ 賀陽邦寿氏の講演（1967年 8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 今 東光氏の講演（1968年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】賀陽（かや）氏

は元皇族。 

終戦時の体験談を話され

た。祖国への愛国心の大

切さと、わが国は再び戦

争の過ちをすることな

く、平和の道を歩むべき

と述べられました。 

 

【説明】今東光氏

は高名な作家であ

り、当時、中尊寺

管長の要職にあり

ました。 

講演は中尊寺の

再建から世界情勢

にまで及びまし

た。忠臣蔵では悪

役とされた吉良上

野介が、実は国許

では庶民に与える

親切で善政を施し

た良君であったこ

とを挙げ、親切と

は与えることなり

と話されました。 
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⑤ 創設２０周年記念式典での髙田好胤氏の講演（1978 年 10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 将棋九段、内藤国雄氏の講演（1981年 10 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】内藤国雄氏

は将棋棋士。 

氏の年少期からの

将棋との長いかかわ

りを話されました。 

九段のタイトルの懸

った対戦での勝因

は、棋界を志した初

心に帰り、相手に教

わるつもりで対戦を

楽しもうとした心の

持ち方にあったと勝

負を通しての経験等

を話されました。 

 

【説明】高田

後胤氏は薬師

寺管長。 

どんなに豊

かな物に恵ま

れ欲望に満た

されていて

も、ありがた

い、おかげ

だ、もったい

ないと常に他

者に喜び感謝

する心を養う

ことが何より

大切なことで

あると話され

ました。 
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⑦ 小池義人師の講演会（1991 年 11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 創立 35 周年記念、高木訷元氏の講演（1993 年 10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明】小池氏は須磨寺管

長。著書に「滅びの美『敦

盛』―須磨・一の谷・須磨

寺」など。須磨寺は敦盛首

塚、義経腰掛の松など多数

の史跡がある。 

シベリア抑留の体験も紹

介しながら、人間社会にお

いて人は決して一人で対処

して生きているわけではな

い、必ず人の世話になって

生きているのだから、感謝

の眼鏡をかけて世の中を見

直せば生き生きと豊かに人

生を送ることができると話

されました。 

 

【説明】高木訷元

（しんげん）氏は元

高野山大学学長で

「空海」の研究者。 

 仏教の考え方を

解説しながら、私た

ち人類は、おのれと

他の人が対立的に

あるのではなく、命

を共にしているの

だとの本源に立ち

返り、慈善、親切を

行わねばならない

と話されました。 
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３．寄稿者 

 

「親切のつどい」・「親切だより」には、大変多くの方々に寄稿いただきました。中には２００

回を超える長期連載もあり、親切会の広報活動を支援いただきました。 

 

＜３年以上にわたり１０回以上寄稿いただいた方々（敬称略）＞ 

開始年 回数 寄稿者 備  考 

1959 33 馬場兵吉 親切会会長 

1959 239 馬場杢太郎 親切会初代事務局長 

1959 26 谷口雅春  

1960 51 杉江重誠  

1960 12 中島 進 桃谷順天館社員 

1961 17 中谷美恵喜 吉田鉄工所社員 

1962 158 吉田亀太郎 音羽電機工業㈱社長 

1962 41 永井まさる  

1962 92 酒井一郎 ダイアマ製菓 

1964 48 尼崎市  

1968 33 馬場粂夫 名誉会員 

1968 45 引地淳一郎 朝日商事（挿絵） 

1969 91 遠藤仁郎 医師 

1969 17 賀陽邦寿 元皇族、名誉会員 

1969 79 古河 滋  

1969 35 松田安輝 尼崎市会議員 

1969 11 大久保鹿弌 尼崎市会議員 

1969 14 北川欣一  

1970 72 菊地藤吉 心理学博士  

1970 72 小宮義和  

1972 43 大塚邦松 医師 

1973 177 安村慶次郎  

1974 51 平山説三  

1974 52 小平哲三  

1974 14 三浦倫義  

1975 18 佐川一雄  

1978 65 森野道男 マルホ製薬嘱託 

1978 45 西村睦子  

1979 19 吉居一朗  

1979 19 在間秀夫 税理士 

1980 56 栄川宗吉 栄川木材 

1983 68 高間浜子  

1983 57 竹本和子  

1984 58 泉千吉郎  

1984 112 岩松茂輔  

1986 63 江尻尚人  

1987 111 毛利銓一  

1987 25 田中紀子  

1987 264 しばたたっせい マンガ家 

1988 12 臼井 全   

1990 105 雪郎  
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開始年 回数 寄稿者 備  考 

1990 118 山路賢吉  

1990 70 今村好信  

1995 51 山下悦郎  

1996 46 山本景彦  

2001 108 口と足で描く芸術家協会  

2001 59 大野正利 小さな親切運動 

2009 21 稲場圭信 大阪大学大学院准教授 

 

以下に「親切のつどい」・「親切だより」に掲載された寄稿の例を掲げます。 

 

 

 

1983 年 11 月 15 日第 246 号  

折にふれて（214 回）  

 

所  変  れ  ば  

                              馬  場  杢太郎  

 

 所変れば品変るという諺があるが、先日「大法輪」を読んでいたら「ひろ  さちや」

という評論家が二つの諺の解釈が時と所によって大変違っているのに驚いておられ

た。私も同様に大いに驚いて滅多に格言も利用出来ないなと思ったことである。  

その一つはこうである。「転石、苔を生ぜず」この格言は高校あたりの英語の教科書

によく出ている。  "A rolling stone gathers no moss"を訳したものだが、私達は、こ

れを度々職を変えたりして腰が落ち着かないと世間から信用されないの意味に使っ

ている。ところがアメリカではこれが正反対の意味に解されているのだそうである。

つまり活溌に動いている人には錆がつかない。じっと一か所に安定した位置に甘んじ

ていると世間から取残され、時代遅れになってしまうという意味に解しているのだそ

うである。如何にもアメリカ人らしい解釈である。更に驚いたことには小学館のこと

わざ大辞典にまでこのように解説して、私達の信じて来た解釈の方は「又一説には」

として軽く付帯的に扱っているとのことである。もう一つは、「情けは人のためなら

ず」である。私達はこれを、人に情けをかけておくと、いつか廻り廻って自分もまた、

人から情けを受けることがあるという意味にとっているが、近頃の若者達はそうはと

らないそうである。これも全く反対の意味、即ちなまじ人に情けをかけると、その人

は自分で物事を解決しようとせず他人に甘え、結局依頼心の強い人間に育てることに

なるからその人のためにならない、と解するそうである。三百人の若者に試験問題に

出した所、８０パーセントの者がこのように答え、僅か２０パーセントの者だけが、

私達と同じ解釈をしていたというのである。これは私達の常識には仏教の因果の法則

が這入っているが、その影響の薄れている若者は、廻り廻って自分に返ってくるなん

て保証はどこにもないと合理的にのみ考えるからであろう。  

 私はすっかり狼狽した。というのはいつぞや、親切に適当な格言としてこれを引用
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した文を載せたことがあるからである。それを読んだ若い読者の８０パーセントが人

に情けをかけてはいけないと当会が教えていると受取っていたなら大変だと全く冷

汗を覚えたのである。これでは恐くて余程気をつけないと物が書けない。１０月号に

載せた論語の文句の「己の欲せざる処人に施こすこと勿れ」だって、時代が変れば、

自分に不用の物だって人に与えてはいけない。いつかきっと価値が出たり役に立つと

きがあるからと解釈するようになるかも知れない。大体道徳それ自体が時代だけでな

く、その時の人々の都合で変る事がある。例えば、節約は美徳とされてきたが、物が

豊富になると更に生産を増加させて繁栄を増進させる為には使い捨てが美徳、節約は

悪徳とされたりもする。高度成長時代がそうであった。  

   ―  中  略  ―  

 では、一体我々は何を基準にして生きればよいのだろうか。未来永劫に亘って変ら

ぬ拠り所はないものだろうか。どうやら思いやりとか親切だけは人類の存する限り美

徳として残りそうであると思うのだが、どや。  

（本会事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

1983 年 9 月 15 日第 244 号  

奉仕の生活  

音羽電機工業㈱会長  

吉田亀太郎  

 

 労働福祉事業団関西労災病院は尼崎市西北端に所在して、国立公園六甲山麓に続く

武庫川畔にあって、老松の続く堤が窓外に眺められる景勝の地にあります。  
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昭和 28 年 7 月にいまだ世間は混迷の時期に開院されたもので、当時は病院の規模は

50 床でありましたが、その後第 2 次、第 3 次と拡張増設されて現在では鉄筋コンクリ

ートの立派な 656 床という大総合病院となって社会福祉のため日夜奉仕されておりま

す。  

また、「看護専門学校」「検査大学校」を併設されて白衣の天使を次々世におくら

れ、精緻な科学機械設備を駆使して細菌血液などの検査研究を怠らず精進されておる

姿には医業の崇高さを今更に感じさせられております。  

 長く続く広い病院内の廊下に、黄・赤・青などの線が太く引かれて、例えば、北病

棟に行くのには黄色の線に沿って行けば迷わずに行けるようにしるされており、廊下

の曲がり角の上には必ず各科や病棟などが廊下にしるされた線の色と同じ色で書か

れており、はじめて病院に入った人も、上・下を眺めながら迷わずに目的の場所まで

行けるように親切に施されていたのに驚きました。  

 その北病棟の病室に妻が入院することとなりました。 3 年前に歩行中に足をこじら

して痛み出したり、水がたまったりはっきりせずに、その都度医師に診てもらっては

おりましたが、縁あって診察を受けることになり、親切な診断の結果、入院すること

となり、手術前後あわせて丁度一ヶ月入院いたしました。従って私もこの廊下の黄色

い線を通って北病棟の個室へ妻の様子を見舞い、かつ看視かたがた毎日のように出向

きました。  

 その病室の前は 6 病室の部屋でこうした部屋が 3 つ並んでおります。  

私が行くたびに妻は前の部屋の付き添い婦の人のかいがいしいふるまいと患者に対

する世話の仕方の親切なふるまいをほめちぎっておりました。その後は私も注意して

その付き添い婦のふるまいを眺めておりましたが、みずからを捨てて患者のために誠

心誠意親切をつくした世話のあり方をちらりちらりと眺めてきました。  

 例えば、夜は締め切った窓を朝５時半頃におきて朝の空気を病室内に入れ替えてあ

げるとき、その入れ方も一度に窓を開けては空気の急変に患者に障りがあってはと、

少しずつ空気の変わり方を穏やかに全開まで手数をかけるなどこまごまとした気配

りの所作。  

 寝たままの患者には体をふいてあげねばならず、そんな時にはタオルを克明にゆす

ぎ、ゆすいで手足、背中、手の指一本一本も丁寧にふいてあげ、足の裏まで丁寧にふ

いておられる姿は患者も満足気にホッと一息する気分のよさそうな姿を眺めて回復

への速度がつくことだろうとチラリと患者さんの顔と、早くよくなってちょうだい、

という祈りのこもった付き添い婦に何か光っておるように私には感じました。  

 交通事故などで突然の入院生活、若い人に多いこれからの人生、煩悶憂うつ、時に

は家庭の破滅など考えさせられることの多いのも当然ながら、そうした患者さんには、

かいがいしい世話が患者に元気をつける一助ともなり、時には「元気を出して」とし

かるように声をかけて励ましておる場面もありました。  

 ご本人は当たり前のことをしておるだけで書かれるようなことは少しもありませ

ん。ただ下の世話だけは殊更清潔にしておりますとさりげなく謙虚に話される程、こ

の人の人柄の気高さを感じさされます。  
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 名はＭさんで、昭和 3 年と云われましたから当年 55 才の方とわかりました。病院

に寝とまりの勤めでなかなか休みも取らない方で、正月にも患者がおられるかぎりは

休まず病院に出ておられると看護婦次長さんの話しであります。某看護婦会の派遣婦

として勤めておられる方で、病院とは雇用関係はないとは云え、病院には大切な人で

あろうと想像されます。12 年間も変わらず、こうしたかいがいしく働き続けられるこ

とは健康でなければ出来ないことでしょう。  

 

 

 

 私はＭさんのプライバシーをひと言も伺わず、聞く気もありません。現実のこうし

た健気な行いだけを光として眺めたいと思っております。  

 縁あって、病院に行く機会がありましたが、このＭさんのような光った人を見い出

せたことに私は嬉しく、書かねばと思いペンを思わず走らせました。  

 

 

 

１９９８年 11 月 1 日 430 号   

 

人の上に人を造らず 

 

小  宮  義  和  

 

  百年余り前、明治の先覚者福沢諭吉が言った「人の上に人を造

らず、人の下に人を造らず」は、当時生れなからにして定まっていた 

身分や階級を打破する言葉とし  て、大勢の人に歓迎され、今日で

も万人生れながら天賦の平等の権利があるものとして多くの人に愛

用されている。 

  この言葉は至って平易な言葉ではあるが、それなら「造る」のは  誰か？ということについては
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何の説明もしていない。今日の人はひとりでにそうなっている」と考えて「造る」という言葉は考え

ていない。 

 併し福沢諭吉が「自然にそうなっている」と言わず「造る」という言葉を使ったのは、何か目に見

えない「力」を予想していたようにも思われる。 

 福沢諭吉は合理主義者で、神や仏を説くことはしなかった。併し努力すれば成功する、怠け

れば成功しない。というようなはっきりした因果の法則は信じていたと思われる。これは科学の因

果法則を信じるのと同じ態度である。  

どうも近頃の人は福沢諭吉の「平等性」は好むが、この因果法則を大事に考えていない気がす

る。「平等性」は人生の出発点に於いて基本的人権としてかくあるべしと示したもので、走り出し

たら、努力した人が先に行くのだということを忘れてはならない。  

 福沢諭吉の言ったもう一つの良い言葉に「独立自尊」というのがある。これは「自分のことは自

分でやる。人に迷惑はかけない」という努力を強調したものである。  

 最近は「何をして呉れ、何の補助金を頼む」という陳情ばかりで、自分で努力しないで、ひたす

ら他人に頼る風潮である。もっと各人が「自分のやるべきことを十分にやったか」という反省をし

て、その努力も必要と思う。  

 若い人が日々仕事をして行く間にも、色々困難に遭遇し、上の方へ進言しても取り上げてもら

えず、また他の援助も得られず、苦境に泣きたくなる場面は沢山あろう。ここで、駄目だ、誰も手

を貸して呉れないと投げ出す前に、自分はやるだけのことをしたか。また、自分の力でこれを解

決する手段はないか、と「自尊心」を以って反省してみることが大事である。いつでも誰かの力を

アテにしていては決して良い結果にならない。 

  

（本文は親切会発行の「親切読本」からの抜粋） 

 

 

 

 
 

 

1997 年 1 月 1 日  408 号  

 

「渋谷の窓から」 

一粒の麦と一匹の羊  

 

 岩  松  茂  輔  

 

 「一粒の麦は地に落ちて死ななければ、一粒の麦のままである。  

だが死ねば多くの実を結ぶ」（ヨハネ福音書一二－二四）麦に限らず総ての種子の運命は同じ

で、木や草だけでなく魚も鳥も同じ運命をたどる。これは自然界の厳しい現実である。産卵のた

め長い旅路の川を上った鮭は、産卵を終えると間もなく悲壮な死を遂げる。  

 しかしイエスは、別のところでこうも言っている。「ある人が百匹の羊を飼っていて、その一匹が

迷い出たとする。彼は九十九匹を山に残して迷い出た一匹を捜しに行かないだろうか。はっきり

言っておくが、もしそれを見付けたら迷わずにいた九十九匹よりも、その一匹のことを喜ぶだろう。

これらの小さいものの一人でも滅びることは、あなた方の天の父の御心ではない」（マタイ福音書

一八－一〇） 

 人間の長い歴史の一部は、人がその生命を犠牲にすることによって保たれてきた面があり、自

分が死んで他人を生かそうとする努力があった。だからと言って誰かが容易に死んでもよいとか、

誰かを犠牲にすればよいと言うものでもない。ただ誰かが生き残るために、別の人間の命が失わ

れる必要のあることは、自然の悲しい道理である。イエスはこの厳しい現実を冷たく見据えながら、

迷える一匹の羊にも限りなき愛の眼を注いだのである。  

 世の中は所詮限りなく不備なもので、どんなに科学が進歩しても、この不備を完全には解消で

きない。四方八方の全部がご満足などということはこの世には有り得ない。  

 かつてダッカの国際空港で、赤軍派がハイジャックをして、同僚の獄中犯の釈放を強要した事
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件を思い出す。時の福田総理は「一人の人間の命は地球より重い」と言って、乗客の生命の安

全のため彼らの要求を全面的に容れた。若しもドイツ人だったら、国家の威信のため、多少の

犠牲を忍んでも犯人逮捕を敢行したかも知れないというので、福田総理の名言？は、国際的に

はあまり評判が香しくなかったようである。  私達はこの問題について、かつては成田国際空港

の建設をめぐり、最近では新潟県巻町の原子力発電所の建設や、沖縄の米軍基地の整理縮

小の是非について、国民的対応を迫られた。  

 沖縄では知事の代理署名につき、最高裁大法廷の判決が出て国家意思がはっきりと示され

たが、一方では県  「平和か戦争か、緑か公害か」 「無税か有税か」というような短絡した二者

択一を迫られれば、誰だって人民投票が行われて、否定的な住民意思が表示された。  

答えは決まっているだろう。空港や原子力発電所や米軍基地や、さらにはごみ処理施設のよう

なものは、誰でも近くにない方がよいに決まっているのである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＩＭＢＹ（ニムビーという言葉があるそうだ。「ノット・イン・マイ・バックヤード」（Not in my back 

yard）の略語である。このような迷惑施設は、何はともあれ自分の裏庭にくることはご免蒙りたい

というのである。しかし、目分の裏庭でなくて、どこか遠い町なら賛成かも知れないのだ。  

 今の日本の庶民感覚としては、特殊なイデオロギーに凝り固まった人は別として、空港や原子

力発電所や米軍基地やごみ処理施設を、全面的に絶対反対する人は少ないだろう。ただ大

部分がＮＩＭＢＹなのである。しかしＮＩＭＢＹだけの人民投票によって国家の重要施策が決まる

としたら、こんな危険なことはない。特に一地方の人民投票によって国全体の意思が左右される

としたら、この上の危険はない。 

 そもそも人民投票というやり方は、ごく小さな限られた集落は別として、人類がとっくの昔に卒

業した直接民主制の考え方である。流石に沖縄の県民投票も、その法的拘束力を自ら否定し

ているが、誠に当然と言えよう。 

 現代は間接民主制―代議制民主主義の時代である。そこでは言うまでもなく、国民が自分の

信頼できるプロフェッショナルを選んで、これに政治を任せようというのである。  
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 ところが困ったことには、この頃は選ぶ人の目も不確かになり、選ばれる人も選挙人の信頼に

背きながら恬として恥じない。人民投票という考え方が盛んに語られるのはそのせいであろう。  

 近代民主主義の元祖といわれるフランスのルソーという学者は、かつてこう言った。「共同社会

を守るためには、お前の死ぬことが国家に必要なのだ”というとき、市民は死なねばならぬ」と。

つまりイエスの一粒の麦の死の容認である。彼はこれによって、一粒の麦の死を民主主義の原

点においているのだ。 

 それなのに、こんなことを言うと民主主義に対する危険思想と思われそうで、恐ろしくて口に出

来ないのが現代社会である。とくに日本でそれが甚だしい。こんな現代社会はいわばそれだけ

嘘つきの社会であって、先々に大きな危険を孕んでいると言って差し支えないのではないか。  

 もう一度イエスの言葉を借りよう。「この世で自分の命を愛するもの（重く見るもの）はそれを失う

が、自分の命を憎む（軽く見る）ものは、それを保って永遠の命に至る」と。（ヨハネ福音書十一

丁二五） 

 しかし一方小さな迷える一匹の羊を失うことも又、天の父の御心”に背くことなのである。この矛

盾した二つの命題を結ぶものは何か。イエスにあっては愛であり、釈迦にあっては慈悲であり、

孔子にあっては仁であり、私たちにとっては親切の心といってよいかも知れない。  

 

 

 

 
 

 

 

1992 年４月１日  ３４９号  

 

サラリーマン親切論  

 

毛  利  銓  一  

 

 ある経済誌に「サラリーマンの市民的幸福論」という文章があった。飲み屋で談笑していた大

企業の管理職氏がサラリーマンは割に合わない職業であることに愚痴をこぼし始めた。それを

聞いた一流企業の役員氏が慰めて言った。「人生は金や名誉だけではあるまい。良い仕事をし

て社会に貢献できるし、自分一人ではとても動かせない大金を使って大仕事をやらせてもらえる

ではないか、仕事上の良い仲間、よい協力、仕事を終えて飲む酒の味、そうしたことのなかに人

生があるではないか」。 

 これに対して、「市民的幸福論」はこう言っている。「仕事の喜びなら、アメリカの綿畑で働いた

拘束されたアフリカ人に同じではないか。『風と共に去りぬ』などいう小説を読むと、解放前のア

フリカ人でも、主人にかわいがられ、彼らはまた主人を慕っていた。サラリーマンがこれと同様な

ことで満足するのは、近代市民であるわれわれにとって幸せであるとは思えない」。  

 親切の立場で、この問題について意見をのべてみることにする。上記の市民的幸福論の意見

において、二つのことをとりあげる。第一はアメリカのアフリカ人が解放される前の幸福の実情で

ある。アフリカ人はアフリカの沿岸から売られ、船に乗せられ、焼印をおされ、甲板下の格子付き

の部屋に押し込まれ、たてにもよこにもならぬギュー詰めの状態で熱帯を通過し、一割は死んで

海中に投げ捨てられた。そのうえ、市場で物同然に値をつけて売られ、大部分は南部の綿花

畑で働かされた。監視下の酷使、アンクルートムは忠実で敬虔なクリスチャンであったが、最後

は深南部のニューオーリンズで、鞭打たれて死んだ。小説「アンクルートムズケビン」は一八五二

年に出版され、南北戦争の導火線となった。南北戦争は一八六一年にはじまり、六五年に終

った。 
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  「風と共に去りぬ」は、一九三六年の作である。作者は南部人の立場で小説を書いている。

そして、ここにでてきて、主人にかわいがられ、主人を慕うアフリカ人は家庭内の従者で特例で

ある。日本のサラリーマンとアフリカ人を比べるのは無茶である。アフリカ人に対しても、サラリー

マンに対しても失礼である。 

 第二は、近代市民である人々の幸せとは何かということである。近代人とは民主自由の政治

下にあって、自立し、拘束されず自由の生活を享受できる人ということであろう。会社では、規則

にしばられて、あくせく働き、ろくろく休みもとれず、仕事に対する責任は重いが、報酬は多くな

い。そんなサフリーマンの感ずる小さな楽しみはつまらないことだ、われわれ自由業はのびのびと

仕事をし、晴々と生活を暮らしているといいたいのであろう。  

 親切の視点からいえば、人間はどんな境遇、どんな状態で暮らそうと、個人が自立していて、

家族や社会と仲よくできればよい。人生の価値は、親切で判定する。社会的地位、職業の種

類、収得の大小は二の次である。しかし、人間には、いろいろの性格の人がいるし、いろいろの

資質の人がいる。自分が親玉となって事業しなければ気がすまない人、知恵が人並外れて豊

かな人、超人的体力のある人がいるし、また当然、その反対もある。人類にのみ知恵を与えた

神さまは、同時に、人間の質を全く均一にはなさらなかった。それを承知の上で、独立したい人

は独立すればよいし、サラリーマンになりたい人はサラリーマンになればよい。  

 但し、独立自主と自立とは区別したい。自分が主人にならないサラリーマンであっても、自分

自身は、精神的にも生活的にも自立し、支えがなくても倒れない。人に迷惑をかけず、人に親

切ができる。自立は立派である。 
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 自主はどうか、自分が親玉となって気持はいいにちがいないが、自ら恃むことも過ぎれば、騏

慢を招き、我意をはれば疎まれ孤立する。自主といえども、他人の世話にならざるをえないので

ある。サラリーマンが、うだつが上がらない、割があわないと嘆くのは、自立していないからである。

それでいて、自分の身の振り方は、上長が面倒をみてくれるだろうと期待する。それは甘えであ

る。自立人は、見識を持ち、みっともない甘えを排除する。 

 以前、世界最大の機械装置は何かという問題をとりあげたことがある。それは一個の巨大な発

電機などではなくて、一つ一つの要素は小さいが、全世界にはりめぐらされた電信電話の集合

体、通信網である。現代の文明社会繁栄の担い手は何か。一人一人は微々たるサラリーマン

の大群、そのネットワークから吐き出されるエネルギーではないか。一昔前の言い方を以てすれ

ば、サラリーマンは現代文明を支える巨人であり、英雄である。  

 独立自主、自営でなければ近代市民の幸福は得られないと思っている人は、彼らが享受して

いる快適、すなわち、航空機、高速列車、電気、水道、通信、食物、料理、宅配便など、すべ

てサラリーマンに依存していることを考えたことはあるのであろうか。神さまは、人間をつくり、能力

を与えてはくれたが、互いに助け合わなければ、人間は豊かになれないことも教えている。互い

に助け合うということは、“親切”に他ならない。“親切”は人間に対する神の忠告である。  

（㈱日立製作所社友） 

 

 
 

 

 漫画の連載   

 

 以下は、しばた たっせい氏の連載マンガの例です。しばた氏は、ほのぼのとした４コマ漫画を

長年にわたり連載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002年 4月 1日 471号 2003年 8月 1日 487号 1990年 6月 1日 326号 
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表紙の絵の連載  

 

 口と足で描く芸術家出版には、「親切のつどい」の表紙に絵を掲載させていただきました。  

 以下に、口と足で描く芸術家出版の木内一味氏の寄稿と表紙の絵の例を掲げます。  

 

 

 2008 年３月１日  542 号（特別寄稿）   

 

「口と足で描く美の軌跡」 

手の不自由な芸術家の協会  設立から 40 年以上携わって 

 

口と足で描く芸術家出版  代表取締役  木内一味  

 

 目を近づけるほどに毛の一本一本の筋が浮き立って見える猫の描写のリアリティー。テーブル

の上の布は手でつかめそうにふわりとしている。熟達した技巧を見せつつ静謐な空気を醸した

油彩画を描く古小路浩典さんは、絵を生活の糧にし始めて二十年以上になる。  

 古小路さんには、普通の画家と違うことがある。中学三年のときにスポーツ事故で肩から下が

まひし、筆を口でくわえて絵を描いていることだ。  

●海外で個展開 く人も一

九六一年十月の設立以来

私かスタッフを務めている

「口 と足 で描 く芸 術家 協

会 」には、手を使えないた

めに口や足で筆を操る古

小路さんのようなプロの画

家が会員と準会員合わせ

て七人、会員へのステップ

の途上にある奨学生が十

七人、登録されている。 

 生後まもない時期の高熱

で障害が残った鷲塚唯義

さんは、十三歳のときに口

で筆を使い始めた。還暦を

迎えた今は、ゲーム用の操

縦機で操作できる可動式

の台上に腹ばいになり、一

メートル幅を超える大きな

油彩画を描く。足で水彩画

などを描く木村浩子さんは、

一歳のときに脳性まひで体

の自由を奪われながらも、

十八歳のときに粘り強い訓

練で左足の自由を取り戻し、

スペインやアルゼンチンな

ど海外で個展を開くほどの

活動をしている。 

 この協会は、リヒテンシュ

タインに本部を持ち、七十

五力国・地域で活動している同名の組織の日本支部だ。本部開設五年後の一九六一年に、

自身が口で絵を描く達人だった協会創始者のリッヒーシュテッグマンの命を帯び、ドイツからベ
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ルトホルド・オールメルが来日した。 

 当時欧州から日本に来るのはプロペラ機が普通。「月に行くつもりで来た」と言っていたから、

よほどの覚悟だったのだろう。すぐに協会の日本支部を、グッズ販売などの事業を担当する「オ

ールメル出版社（現・口と足で描く芸術家出版）」と一緒に立ち上げた。  

●疑いの言葉は勲章  

 大学生だった私か仕事を手伝い始めたのは、日本人で同協会の第一号会員になった大石

順教さんをテレビ番組で見たのがきっかけだ。大石さんは十代のときに義父の暴行で両腕を失

い、写経や水墨画を口で描き始め道を究めた尼僧。常識を超えた能力の持ち主がいることに

私は心底驚き、活動にのめり込んだ。  

 世界各国の会員の作品は一度本部に集められ、印刷物に生まれ変わって各国に出回る。主

な仕事は、本部から送ってくるカレンダーやはがきなどの印刷物を国内で売ることだった。当時

の営業が大変だったのは言うまでもない。相手は学校や会社。今のように障害者の美術作品が

注目されているわけでもなく、まず、口や足で描いたということを信じてもらえない。  

 「手を使わずにこんなにうまい絵を描けるわけがない。ウソでしょう。」  

 そう言われるたびに私の小さな心は傷ついた。だが活動を続けていくと、「ウソでしょう」という言

葉が勲章だと思えるようになっていく。絵の素晴らしさの裏返しと気づいたからだ。  

●描いて描いて修練  

 シュテッグマンが八四年に亡くなったときにはミュンヘン郊外のアトリエを見せてもらった。部屋

の中にはたくさんのひきだしがあった。どこを開けても数え切れないほどの絵が詰まっていた。そ

れらを見て、才能だけの力ではない、との思いを新たにした。  

描いて描いて修練する。そんな真摯な姿勢あってこその能力と分かったのだ。  

 口と足で描く画家たちの素晴らしい技術はいつも私たちを驚かせる。しかし、その先何を表現

したいかがはっきりしない作品も多々見てきた。そこから一歩抜け出してこそ人の心の深奥に訴

求する作品が描けるのは、健常者の場合と変らない。これからもこの分野で真の芸術家の発掘

に努めたい。   （以上日本経済新聞 2008 年１月 10 日付け文化面より転載。） 

 

  2015 年３月６０１号  表紙の絵    

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「春  聲」 
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西暦 

 
「親切会」の動き 社会の出来事 

会

長 

編

集

人 

1959 

（昭 34） 

１月 関係者が集まり親切会活動について

検討 

4月 10 日 親切会発足 

「親切のつどい」（現、親切だより）創刊 

寄付活動・歳末募金開始 

皇太子殿下ご成婚 

伊勢湾台風 

深
田
昌
二 

馬 

場 

杢 

太 

郎 

1960 

（昭 35） 
第１回親切週間実施 

「親切のつどい」に親切標語の掲載開始 

日米安全保障条約発効 

所得倍増計画決定 

吉 

岡 
 

喜 

八 

郎 

1961 

（昭 36） 

読売・毎日新聞に親切会が紹介される 

亡夫の供養に協力（ソロモン海へ花束投下） 

ソ連の人工衛星、有人飛

行に成功 

1962 

（昭 37） 

創立３周年記念慰問ショー、孤児 1300 名を

招待 

キューバ危機 

堀江謙一、ヨットで太平

洋単独横断 

"1963 

（昭 38） 

"尼崎市へ大アーチ“明るい家庭に 明るい子

ども”を寄贈 

兵庫県知事より「のじぎく賞」（善行賞） 

ケネディ米大統領暗殺 

1964 

（昭 39） 

尼崎市内各所に募金用「善意ポスト」設置 

新潟地震被災者支援 
東京オリンピック 

1965 

（昭 40） 

困窮者救済のため貸与金制度新設（新聞各紙

で反響大） 
中国文化大革命 

高 

橋 
 

輝 

嘉 

 

1966 

（昭 41） 
この頃、広報誌発行頻度が低下 ビートルズ来日 

1967 

（昭 42） 

早川電機社長（現シャープ）講演会 

賀陽邦寿（元皇族）講演会 

小笠原諸島返還決定 

 

1968 

（昭 43） 
創立 10 周年 今東光記念講演 3億円事件 

1969 

（昭 44） 
会の組織を変更し、理事制度を導入 アポロ１１号月面着陸  

馬 

場 
 

兵 

吉 

1970 

（昭 45） 

万博を機に外国人向けリーフレットを作

成・配布 
大阪万博 

1971 

（昭 46） 
パキスタン災害見舞金 ニクソン・ドルショック 

1972 

（昭 47） 
この頃、各社で座談会が盛んに開催される 沖縄返還 

年譜 
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西暦 

 
「親切会」の動き 社会の出来事 

会

長 

編

集

人 

1973 

（昭 48） 

東京支部発足 

善行表彰始まる 
第一次オイルショック 

1974 

（昭 49） 
会費、広告料値上げ 

小野田少尉帰国 

狂乱物価 

1975 

（昭 50） 
結婚相談所の開設を決定 ベトナム戦争終結 

1976 

（昭 51） 
個人会費値上げ（1,000 円から 2,000 円に） ロッキード事件表面化 

1977 

（昭 52） 

使用済み切手の収集開始 

馬場会長がマクセルで講演 
円急騰、１ドル 230 円台 

1978 

（昭 53） 

創立 20 周年（薬師寺管長髙田好胤氏記念講

演） 
日中平和友好条約調印 

1980 

（昭 55） 

心理学者菊池藤吉講演会 

親切会功労者の大追悼会 

ルービックキューブ大流

行 

ソ連・アフガニスタン侵

攻 

1981 

（昭 56） 
使用済み切手の送付職場、氏名の掲載開始 中国残留孤児来日 

1982 

（昭 57） 

九州支部発足 

将棋九段内藤国雄講演会 
500 円硬貨発行 

1983 

（昭 58） 

創立 25 周年（簡易裁判所判事佐々田英三氏

記念講演） 

東京ディズニーランド開

園 

1984 

（昭 59） 

四国支部発足、北陸支部発足 

「親切読本」発刊 
日本、世界一の長寿国 

野 

村 

忠 

雄 

1985 

（昭 60） 
中部支部発足、中国支部発足、東北支部発足 

日航ジャンボ機御巣鷹山

墜落 

1986 

（昭 61） 
北海道支部発足 男女雇用機会均等法施行 

1988 

（昭 63） 

創立 30 周年（東大寺管長狭川宗玄師記念講

演） 
瀬戸大橋開通 

1989 

（平元） 
久保道徳薬学博士講演会 

昭和天皇崩御 

消費税（3％）導入 

1990 

（平 2） 
安村慶次郎氏の寄稿が 177 回で完 統一ドイツ誕生 有

信
春
二 

1991 

（平 3） 
小池義人須磨寺管長講演 湾岸戦争勃発 

1992 

（平 4） 
有信春二会長急逝 

牛肉、オレンジ輸入自由

化 
新 

井 
 

啓 

介 

1993 

（平 5） 

創立 35 周年、高野山大学前学長 高木訷元氏

講演 

「私の言葉」開始 

皇太子・雅子妃ご成婚 

1995 

（平 6） 
歳末たすけあい募金が１千万円を超える 関西国際空港開港 

1995 

（平 7） 

阪神・淡路大震災支援（大学寮生 250 人の救

助活動を表彰等） 

阪神・淡路大震災 

サリン事件" 
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西暦 

 
「親切会」の動き 社会の出来事 

会

長 

編

集

人 

1996 

（平 8） 

会員各社内に親切会事務局を設置 

「新親切読本」発刊 
Ｏ－157が全国で流行 

1997 

（平 9） 
西宮市社会福祉協議会より感謝状 消費税５％ 

玉 

河 

晉 

次 

1998 

（平 10） 
本部を日立甲子園研修所内に移転 長野冬季オリンピック 

前
田
哲
夫 

1999 

（平 11） 

創立 40 周年 

各支部の「あゆみと現状」 
ユーロ始動 

2000 

（平 12） 

ホームページ開設 

「俳壇」274 回、「花の歳時記」218 回で完 

岩松茂輔氏の「渋谷の窓から」112 回で完 

2000円紙幣 

沖縄サミット 

2001 

（平 13） 

「親切のつどい」を「親切だより」に改題 

表紙の絵(口と足で描く)を開始 
9.11同時多発テロ 

2002 

（平 14） 
本部を大阪から東京に移転 住基ネット稼働 

髙 

田 
 

佳 

昭 

2003 

（平 15） 
東京都知事より感謝状を受ける イラク戦争勃発 

丹 

野 
 

毅 

2004 

（平 16） 
関西支部で福祉施設の見学会 新潟県中越地震 

2005 

（平 17） 
親切会創立の提唱者、難波小夏さん逝去 郵政民営化 

2006 

（平 18） 
共同募金運動 60 年式典に感謝状 IPS 細胞誕生 

2008 

（平 20） 

全国善意銀行連絡協議会より感謝状 

丹野毅会長急逝 
リーマンショック 

内 

ヶ 

崎 

功 

2009 

（平 21） 

創立 50 周年、功労者 25 名を表彰 

マンガ「親切くん」が 264 回で完 

自民党から民主党に政権

交代 

2010 

（平 22） 

中部支部設立 25 周年記念として、施設へテ

レビ寄贈に対して、名古屋市長から感謝状 

探査機はやぶさ、地球へ

帰還 

2011 

（平 23） 

「親切だより」を隔月発行に変更 

東北支部など東日本大震災へ種々の支援 
東日本大震災 

2012 

（平 24） 
稲場圭信氏の「希望の扉」が 4 年 21回で完 東京スカイツリー開業 

2013 

（平 25） 

さわやか青少年センター支援（ふれあいパス

ポート） 
富士山が世界文化遺産に 

2014 

（平 26） 
創立 55 周年（55 年史の編集開始） 消費税が 8%に 

森

和

廣 
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